
『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部

岩

坪

健

本
稿
は
『
三
玉
挑
事
抄
』
春
部
（
５９
〜
９２
番
）
と
夏
部
（
９３
〜
１３７
番
）
を
掲
載
す
る
。
担
当
者
は
す
べ
て
本
学
博
士
課
程
在
学
者
で
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
各
項
目
末
尾
の
（

）
内
に
は
、
担
当
者
の
氏
名
を
示
し
た
。

森
あ
か
ね
・
大
八
木
宏
枝
・
風
岡
む
つ
み
・
城
阪
早
紀
・
植
田
彩
郁
・
吉
岡
真
由
美
・
牛
窓
愛
子
・
松
井
佑
生

凡
例

一
、
翻
刻
は
原
文
の
ま
ま
を
原
則
と
し
て
、
誤
字
・
脱
字
・
濁
点
・
当
て
字
・
仮
名
遣
い
等
も
底
本
の
通
り
に
し
た
が
、
読
解
や
印
刷
の

便
宜
を
考
慮
し
て
次
の
操
作
を
行
っ
た
。

１

句
読
点
を
付
け
、
会
話
文
な
ど
は
「

」
で
括
り
、
底
本
の
旧
漢
字
・
異
体
字
・
略
体
は
通
常
の
字
体
に
改
め
た
。

２

誤
写
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
、
右
側
行
間
に
（
マ
マ
）
と
記
し
た
。

３

和
歌
の
上
に
、
通
し
番
号
（
５９
〜
１３７
）
を
付
け
た
。

一
、﹇
出
典
﹈
の
欄
に
は
、
和
歌
と
注
釈
本
文
の
典
拠
を
示
す
。
和
歌
に
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
（
万
葉
集
は
旧
番
号
の
み
示
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す
）
を
記
す
が
、
無
い
場
合
は
「
該
当
歌
な
し
」
と
表
記
し
、『
三
玉
和
歌
集
類
題
』
に
あ
れ
ば
部
立
な
ど
を
示
す
。
注
釈
本
文
が

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
。
略
称
『
新
編
全
集
』）、
ま
た
は
『
新
釈
漢
文
大
系
』（
明
治
書
院
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
ペ
ー
ジ
数
も
記
載
す
る
。
た
だ
し
『
新
釈
漢
文
大
系
』
の
白
氏
文
集
で
未
刊
の
巻
は
、
続
国
訳
漢
文
大
成
『
白
楽
天
全
詩

集
』
に
よ
る
。

一
、﹇
異
同
﹈
の
欄
に
は
、
翻
刻
本
文
と
の
異
同
を
列
挙
す
る
。
た
だ
し
、
濁
点
や
送
り
仮
名
の
有
無
、
漢
字
と
仮
名
の
相
違
、
仮
名
遣

の
相
違
は
取
り
あ
げ
な
い
。
和
歌
の
本
文
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
と
、
注
釈
本
文
は
原
則
と
し
て
版
本
と
、
そ
れ
ぞ
れ
比
較
す
る
。
異

同
が
な
い
場
合
は
「
ナ
シ
」
と
記
し
、
あ
る
場
合
は
『
三
玉
挑
事
抄
』
の
本
文
│
異
文
の
順
に
列
挙
す
る
。
複
数
の
作
品
す
べ
て
に
異

同
が
な
い
場
合
は
、
書
名
を
ま
と
め
て
列
挙
し
て
、
末
尾
に
「
ナ
シ
」
と
記
す
。

○
源
氏
物
語
は
、
絵
入
り
承
応
版
本
（
略
称
『
承
応
』。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
）
と
、
北
村
季
吟
『
源
氏
物

語
湖
月
抄
』（
略
称
『
湖
月
抄
』。『
北
村
季
吟
古
註
釈
集
成
』
新
典
社
を
使
用
）
に
よ
る
。

○
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
・
枕
草
子
・
古
今
集
序
・
八
代
集
・
和
漢
朗
詠
集
は
、『
北
村
季
吟
古
註
釈
集
成
』（
新
典
社
）
に
よ
る
。

○
竹
取
物
語
は
絵
入
り
版
本
（
無
刊
記
版
。
同
志
社
大
学
所
蔵
）
に
よ
る
。

○
う
つ
ほ
物
語
は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
年
）
補
刻
本
、
狭
衣
物
語
は
承
応
三
年
（
一
六
五
四
年
）
版
本
に
よ
り
、
い
ず
れ
も
三
谷
栄

一
『
平
安
朝
物
語
板
本
叢
書
』
有
精
堂
を
使
用
す
る
。

○
漢
籍
も
同
志
社
大
学
に
版
本
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
を
用
い
る
。
な
い
場
合
は
『
新
釈
漢
文
大
系
』
な
ど
に
よ
る
。

一
、﹇
訳
﹈
の
欄
に
は
翻
刻
本
文
の
現
代
語
訳
、﹇
考
察
﹈
の
欄
に
は
和
歌
と
典
拠
と
の
関
係
な
ど
、﹇
参
考
﹈
の
欄
に
は
参
考
資
料
な
ど

を
記
す
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部
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一
、
歌
題
が
同
じ
で
あ
る
和
歌
が
連
続
す
る
場
合
、
底
本
で
は
二
首
め
か
ら
の
歌
題
は
省
略
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
﹇
訳
﹈
に
限
り
す

べ
て
の
歌
に
題
を
示
し
た
。
た
だ
し
補
足
し
た
歌
題
に
は
（

）
を
付
け
て
、
底
本
に
は
な
い
こ
と
を
示
す
。

谷
蕨

５９
ひ
か
り
な
き
谷
に
は
な
へ
て
草
木
に
も
わ
き
て
物
う
き
初
わ
ら
ひ
か
な

朗
詠
集
。
野
相
公
。
紫
―

塵
ノ

嬾
ウ
キ
―

蕨
人
挙
ルレ

手
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
七
八
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
春
、
早
春
、
一
二
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
和
漢
朗
詠
集
』「
挙
│
拳
」。

﹇
訳
﹈

谷
蕨

春
の
光
が
届
か
な
い
谷
で
は
、
お
し
な
べ
て
草
木
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
も
の
憂
げ
な
初
わ
ら
び
で
あ
る
な
あ
。

和
漢
朗
詠
集
。
小
野
篁
。
春
に
な
っ
て
い
か
に
も
物
憂
げ
に
芽
を
も
た
げ
は
じ
め
た
蕨
は
、
そ
の
紫
色
の
綿
毛
の
穂
が
、
あ
た
か

も
人
が
拳
を
握
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

﹇
考
察
﹈
漢
詩
の
「
嬾
蕨
」
を
和
歌
に
詠
み
こ
む
。
蕨
は
早
春
、
先
端
が
拳
状
に
巻
い
た
新
葉
を
出
し
、
そ
の
様
が
頭
を
垂
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
の
で
「
物
う
き
」
と
表
現
さ
れ
た
。

﹇
参
考
﹈「
光
な
き
谷
に
は
春
も
よ
そ
な
れ
ば
咲
き
て
と
く
散
る
物
思
ひ
も
な
し
」（
古
今
集
、
巻
一
八
、
雑
下
、
九
六
七
、
清
原
深
養
父
）

（
大
八
木
宏
枝
）

呼
子
鳥
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６０
の
と
か
な
る
春
を
し
ら
せ
て
万
代
の
声
を
も
山
の
よ
ふ
こ
鳥
か
な

漢
書
武
帝
紀
曰
、
元
封
元
年
行
│二

幸
緱
氏
ニ一

詔
シ
テ

曰
、
朕
用
事
華
山
至
二

于
中
―

嶽
一

獲
二

駮
�
ヲ一

見
二

夏
后
啓
母
石
一

。
翌
―

日
親
登
二

嵩
高
一

御
―

史
乗
―

属
在
二

廟
ノ

旁
一

吏
―

卒
咸
―

聞
呼
フ二

万
―

歳
ト一

者
三
云
云
。
註
。
荀
悦
曰
、
万
―

歳
ハ

山
―

神
称
レ

之
ヲ

也
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
六
〇
番
。『
漢
書
』
本
紀
巻
六
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
刻
本
正
史

漢
書
（
一
）』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

呼
子
鳥

の
ど
か
な
春
を
知
ら
せ
て
、
万
代
の
声
を
も
呼
ぶ
と
い
う
、
山
の
呼
子
鳥
で
あ
る
な
あ
。

漢
書
武
帝
紀
に
よ
る
と
、
元
封
元
年
、
緱
氏
に
行
幸
し
詔
を
下
し
て
言
っ
た
。
朕
は
華
山
を
祀
り
、
つ
い
で
中
嶽
に
来
て
駮
�
を

得
、
夏
后
啓
の
母
石
を
見
た
。
翌
日
、
親
ら
嵩
高
山
に
登
っ
た
。
御
史
の
乗
曹
二
人
が
廟
の
か
た
わ
ら
に
い
て
、
吏
卒
た
ち
は
皆

（
山
神
が
）
万
歳
を
三
唱
し
た
の
を
聞
い
た
云
々
。
荀
悦
の
注
に
よ
る
と
、
万
歳
は
山
神
が
こ
れ
を
称
し
た
も
の
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈
武
帝
が
嵩
高
山
に
登
っ
た
時
に
、
山
神
が
万
歳
を
三
唱
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
当
歌
で
は
万
代
の
初
め
で
あ
る
春
を
知
ら
せ
、

万
代
を
三
唱
す
る
声
も
呼
ぶ
も
の
と
し
て
、
山
の
呼
子
鳥
を
持
ち
出
す
。

（
大
八
木
宏
枝
）

野
雲
雀

６１
な
く
雲
雀
猶
床
し
め
よ
雲
に
入
鳥
を
恨
の
春
の
末
野
に

朗
詠
集
。
花
ハ―

落
チ

隨
レ

風
ニ

鳥
ハ

入
レ

雲
ニ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
五
八
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
春
、
三
月
尽
、
五
五
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
漢
朗
詠
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

野
の
雲
雀

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部
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鳴
く
雲
雀
よ
、
そ
れ
で
も
や
は
り
寝
床
を
確
保
し
て
お
く
れ
。
雲
の
彼
方
に
姿
を
消
し
て
し
ま
う
鳥
を
恨
む
晩
春
の
野
の
果
て
に
。

和
漢
朗
詠
集
。
花
は
風
の
ま
に
ま
に
落
ち
尽
く
し
、
鳥
は
雲
の
彼
方
に
姿
を
消
し
て
鳴
き
声
も
聞
こ
え
な
く
な
る
。

﹇
考
察
﹈
漢
詩
は
、
過
ぎ
ゆ
く
春
を
引
き
留
め
る
に
は
関
城
の
固
め
は
役
に
立
た
ず
、
花
鳥
は
姿
を
消
し
て
し
ま
う
こ
と
を
歌
う
（
９１
番

歌
、
参
照
）。
当
歌
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、
他
の
鳥
は
飛
び
立
っ
て
も
雲
雀
に
は
行
か
な
い
で
欲
し
い
と
い
う
思
い
を
詠
む
。「
春
の
末

野
」
に
「
春
の
末
」（
三
月
の
末
）
と
「
末
野
」（
野
原
の
果
て
）
を
掛
け
る
。

（
大
八
木
宏
枝
）

簾
外
燕

柏
玉

６２
ふ
る
す
有
と
つ
は
め
や
来
つ
る
か
は
ほ
り
の
そ
れ
た
に
あ
ら
す
こ
す
の
ま
き
れ
に

大
和
物
語
云
、
む
月
十
日
の
程
な
り
け
り
。
す
の
う
ち
よ
り
、
し
と
ね
さ
し
出
た
り
。
ひ
き
よ
せ
て
ゐ
る
。
す
た
れ
も
、
へ
り
は

か
は
ほ
り
に
く
は
れ
て
、
所
�
�
な
し
。
内
の
し
つ
ら
ひ
見
い
る
れ
は
、
む
か
し
お
ほ
え
て
、
ゑ
な
と
よ
か
り
け
れ
と
、
く
ち
お

し
く
な
り
に
け
り
。

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
春
、
簾
外
燕
。
大
和
物
語
、
一
七
三
段
。

﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』
ナ
シ
。『
大
和
物
語
』「
ひ
き
よ
せ
て
ゐ
る
│
ひ
き
よ
せ
て
ゐ
ぬ
」「
ゑ
な
と
よ
か
り
け
れ
と
│
た
た
み
な

と
よ
か
り
け
れ
と
」。

﹇
訳
﹈

簾
外
の
燕

古
巣
が
あ
る
と
勘
違
い
し
て
燕
は
来
た
の
だ
ろ
う
か
。
蝙
蝠
の
古
巣
す
ら
な
い
の
に
、
蝙
蝠
に
食
わ
れ
た
簾
を
古
巣
と
見
間
違
え
て
。

大
和
物
語
に
よ
る
と
、
正
月
十
日
の
こ
ろ
だ
っ
た
。
御
簾
の
中
か
ら
敷
物
を
差
し
出
し
た
。（
男
は
そ
れ
を
）
引
き
寄
せ
て
座
っ

― １３１ ―
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へ
り

て
い
る
。
簾
も
縁
は
蝙
蝠
に
食
わ
れ
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
な
い
。
家
の
中
の
調
度
や
飾
り
つ
け
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
栄
え
た
昔
の
様

子
が
偲
ば
れ
て
、
絵
な
ど
立
派
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
だ
が
、
今
は
み
す
ぼ
ら
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

﹇
考
察
﹈『
大
和
物
語
』
一
七
三
段
は
、
五
条
あ
た
り
で
雨
に
降
ら
れ
た
良
岑
の
宗
貞
の
少
将
が
、
貧
し
い
女
の
家
で
雨
宿
り
を
す
る
場

こ

す

面
。
当
歌
は
蝙
蝠
に
食
わ
れ
た
「
小
簾
」（
御
簾
の
意
）
を
、
燕
が
古
巣
と
勘
違
い
し
て
寄
っ
て
く
る
様
を
詠
ん
だ
も
の
。（

植
田
彩
郁
）

石
清
水
臨
時
祭

６３
ち
ら
し
か
し
藤
山
吹
も
石
清
水
け
ふ
の
か
さ
し
は
神
の
ま
に
�
�

花
鳥
余
情
曰
、
臨
―

時
ノ

祭
、
挿
―

頭
、
使
ハ

藤
、
舞
―

人
ハ

桜
、
陪
―

従
ハ

山
吹
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
二
六
一
番
。
花
鳥
余
情
、
第
二
〇
、
若
菜
下
（
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊
、
二
七
二
頁
、
武
蔵
野
書
院
）。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
花
鳥
余
情
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

石
清
水
臨
時
祭

藤
も
山
吹
も
石
清
水
八
幡
の
臨
時
の
祭
で
散
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
よ
。
今
日
の
挿
頭
は
神
の
思
し
召
し
の
ま
ま
な
の
だ
か
ら
。

花
鳥
余
情
に
よ
る
と
、
臨
時
の
祭
で
、
挿
頭
と
し
て
使
者
は
藤
、
舞
人
は
桜
、
陪
従
は
山
吹
（
を
そ
れ
ぞ
れ
冠
に
飾
る
）
云
云
。

﹇
考
察
﹈
石
清
水
臨
時
祭
は
、
石
清
水
八
幡
宮
で
毎
年
旧
三
月
の
午
の
日
に
行
う
祭
。『
花
鳥
余
情
』
の
注
釈
は
『
源
氏
物
語
』
若
菜
下
の

巻
（
一
七
一
頁
）
で
、
光
源
氏
が
紫
の
上
や
明
石
の
女
御
た
ち
を
伴
な
い
、
住
吉
神
社
に
盛
大
な
願
果
た
し
の
参
詣
を
す
る
場
面
に
お

か
ざ
し

い
て
、「
か
ざ
し
の
花
の
色
�
�
は
」
と
い
う
箇
所
に
付
け
ら
れ
た
も
の
。「
挿
頭
」
は
舞
楽
の
人
々
が
冠
に
飾
る
造
花
。（

植
田
彩
郁
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部

― １３２ ―



桃
花
曝
錦

柏
玉

６４
あ
ひ
お
も
ふ
に
し
き
と
も
み
る
色
な
れ
や
物
い
は
ぬ
桃
の
花
の
う
へ
を
も

朗
詠
集
。
公
乗
億
。
織
ルレ

錦
ヲ

機
―ノ

中
ニ
ハ

己
ニ

弁
フ二

相
―

思
ノ

之
字
ヲ一

。

漢
書
、
李
広
伝
賛
。
諺
ニ

曰
、
桃
―

李
不
レ

言
、
下
自
ラ

成
スレ

蹊
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
春
、
桃
花
曝
錦
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
秋
、
十
五
夜
付
月
、
二
四
一
番
。
漢
書
（
和
刻
本
正
史
）、
評
林
巻

五
四
、
李
広
蘇
建
伝
第
二
四
。

﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』『
漢
書
』
ナ
シ
。『
和
漢
朗
詠
集
』「
己
│
已
」。

﹇
訳
﹈

桃
花
、
錦
を
曝
す

互
い
に
思
い
合
う
情
を
織
り
込
ん
だ
錦
と
も
見
え
る
色
で
あ
る
な
あ
。
も
の
を
言
わ
な
い
桃
の
花
の
あ
た
り
ま
で
も
。

和
漢
朗
詠
集
。
公
乗
億
。
十
五
夜
の
月
光
が
あ
ま
り
に
も
明
る
い
の
で
、
妻
が
夫
の
た
め
錦
に
織
り
込
ん
だ
相
思
の
情
を
う
た
う

文
字
も
、
機
の
中
で
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

漢
書
、
李
廣
伝
賛
。
諺
に
よ
る
と
、
桃
や
す
も
も
の
樹
は
も
の
を
言
わ
な
い
が
、
そ
の
木
の
下
は
自
然
と
人
に
踏
ま
れ
て
小
道
が

で
き
る
（
よ
う
に
、
実
践
が
あ
れ
ば
名
声
も
そ
れ
に
伴
な
う
も
の
だ
）。

﹇
考
察
﹈『
和
漢
朗
詠
集
』
の
漢
詩
は
、
東
晋
の
竇
滔
の
妻
、
蘇
蕙
が
、
流
沙
に
左
遷
さ
れ
た
夫
の
た
め
に
錦
に
回
文
の
詩
を
織
り
込
ん
で

贈
っ
た
故
事
に
基
づ
き
、
遠
別
の
夫
を
恋
う
妻
の
気
持
ち
を
述
べ
た
も
の
。「
桃
李
不
言
、
下
自
成
蹊
」
は
、『
史
記
』
一
一
（
列
伝
）

「
李
将
軍
列
伝
」
第
四
九
に
も
収
録
。
当
歌
は
、
桃
園
の
美
し
さ
を
錦
を
広
げ
た
よ
う
だ
と
例
え
て
、
も
の
を
言
わ
な
い
桃
花
と
、
相

思
の
情
が
織
り
込
ま
れ
た
錦
を
対
比
し
た
も
の
。

― １３３ ―
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（
植
田
彩
郁
）

碧
玉

６５
う
す
く
こ
き
三
千
世
の
花
の
か
ら
に
し
き
き
て
か
へ
ら
は
や
あ
か
ぬ
木
陰
を

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
春
、
桃
花
曝
錦
。﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』「
木
陰
を
│
木
陰
に
」。

﹇
訳
﹈

（
桃
花
、
錦
を
曝
す
）

濃
淡
の
あ
る
美
し
い
桃
の
花
々
は
、
三
千
年
に
一
度
だ
け
花
を
咲
か
せ
、
実
を
結
ぶ
と
い
う
西
王
母
の
桃
の
花
の
よ
う
だ
。
出
世
し

て
、
こ
の
花
々
の
よ
う
に
美
し
い
錦
を
着
て
帰
り
た
い
も
の
だ
。
名
残
惜
し
い
故
郷
へ
と
。

﹇
考
察
﹈「
木
陰
」
は
華
や
か
な
都
に
対
し
て
、
故
郷
を
比
喩
的
に
表
現
し
た
も
の
。「
錦
を
着
て
帰
る
」
と
は
、
立
身
出
世
を
し
て
故
郷

へ
帰
る
こ
と
。
出
典
は
６７
番
歌
に
同
じ
。

し
み
づ

﹇
参
考
﹈「
立
ち
よ
ら
ん
木
陰
ま
れ
な
る
都
に
も
清
水
は
あ
り
て
汲
む
ぞ
涼
し
き
」（
草
根
集
、
二
九
五
六
）。

（
吉
岡
真
由
美
）

桃

同
６６
三
千
と
せ
の
花
の
う
へ
に
も
咲
て
ち
る
な
ら
ひ
は
か
は
る
春
や
な
か
ら
む

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
春
、
桃
。﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

桃

三
千
年
に
一
度
し
か
咲
か
な
い
と
い
う
西
王
母
の
桃
の
花
で
さ
え
も
、
花
が
咲
け
ば
散
る
と
い
う
定
め
が
な
く
な
る
春
は
な
い
だ
ろ
う

な
あ
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
６７
番
歌
に
同
じ
。「
三
千
と
せ
の
花
」
は
、
６５
番
歌
の
「
三
千
世
の
花
」
と
同
じ
。
当
歌
は
、
西
王
母
の
桃
の
花
で
さ
え

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部

― １３４ ―



散
る
運
命
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
ど
の
花
も
散
る
こ
と
を
惜
し
む
情
を
詠
む
。

（
吉
岡
真
由
美
）

６７
匂
へ
な
を
花
に
さ
く
名
も
百
年
の
十
つ
ゝ
み
つ
の
春
を
か
さ
ね
て

事
文
類
聚
曰
、
西
王
母
以
二

七
月
七
日
一

降
二

帝
宮
一

、
命
シ
テ
二

侍
―

女
ニ一

索
レ

桃
ヲ

。
須
―

臾
ニ
シ
テ

至
。
盤
盛
二

桃
七
―

枚
ヲ一

、
母
自
ラ

噉
レ

二
ヲ

以
二

五
枚
ヲ一

与
フレ

帝
ニ

。
々
留
レ

核
ヲ

著
レ

前
ニ

。
母
カ

曰
、「
用
此
何
為
」。
上
ノ

曰
、「
欲
スレ

種
ン
ト
レ

之
ヲ

」。
母
笑
テ

曰
、「
此
桃
三
―

千
―

年
ニ
シ
テ

而
著
クレ

子
ヲ

。
非
ス二

下
―

土
ノ

所
一レ

植
ル

」。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
五
三
番
。
古
今
事
文
類
聚
、
後
集
、
巻
二
五
、
桃
実
、
方
朔
竊
桃
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
和
刻
古
今
事
文
類
聚

後
集
』「
須
臾
至
│
須
臾
已
至
」「
々
留
核
│
帝
留
枚
」「
三
千
年
而
著
子
│

三
千
年
一
著
子
」。

﹇
訳
﹈

（
桃
）

な
お
も
こ
の
芳
香
を
漂
わ
せ
て
く
れ
。
三
千
年
の
春
を
重
ね
て
（
一
度
だ
け
）
花
が
咲
く
（
と
い
う
西
王
母
の
）
評
判
の
よ
う
に
。

事
文
類
聚
に
よ
る
と
、
西
王
母
は
七
月
七
日
に
（
崑
崙
山
か
ら
）
漢
の
武
帝
の
住
む
宮
殿
へ
降
り
て
き
て
、
侍
女
に
命
じ
て
桃
を

探
さ
せ
た
。
侍
女
は
あ
っ
と
い
う
間
に
桃
を
探
し
て
戻
っ
て
き
た
。
平
た
く
ま
る
い
大
皿
に
桃
を
七
つ
盛
り
、
西
王
母
み
ず
か
ら

が
二
つ
を
食
べ
、
残
り
の
五
つ
を
帝
王
に
与
え
た
。
帝
王
は
桃
の
種
を
残
し
て
自
分
の
目
の
前
に
置
い
た
ま
ま
に
し
て
い
た
。
そ

れ
を
見
て
西
王
母
は
、「
そ
れ
を
用
い
て
何
を
し
よ
う
と
い
う
の
で
す
か
」
と
帝
王
に
尋
ね
た
。
帝
王
は
、「
こ
の
桃
の
種
を
植
え

よ
う
と
思
う
の
で
す
」
と
答
え
た
。
す
る
と
西
王
母
は
笑
い
な
が
ら
、「
こ
の
桃
は
実
を
つ
け
る
の
に
三
千
年
の
歳
月
を
要
し
ま

す
。
人
の
住
む
世
界
に
植
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
。

― １３５ ―
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﹇
考
察
﹈
西
王
母
は
西
方
の
崑
崙
山
に
住
む
神
女
で
、
古
く
は
半
人
半
獣
と
し
て
描
か
れ
た
が
次
第
に
美
化
さ
れ
、
漢
代
に
は
女
神
と
し

て
広
く
信
仰
さ
れ
た
。
当
歌
は
西
王
母
の
桃
の
評
判
が
長
い
歳
月
の
間
絶
え
な
か
っ
た
よ
う
に
、
今
こ
こ
に
漂
う
桃
の
花
の
芳
香
も
ず

っ
と
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
詠
ん
だ
も
の
。

﹇
参
考
﹈『
和
刻
古
今
事
文
類
聚
』
は
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
刊
行
の
訓
点
付
き
和
刻
本
。
構
成
は
前
集
六
〇
巻
、
後
集
五
〇
巻
、
続

集
二
八
巻
、
別
集
三
二
巻
（
以
上
、
宋
の
祝
穆
撰
）、
新
集
一
五
巻
、
外
集
一
五
巻
（
以
上
、
元
の
富
大
用
撰
）、
遺
集
一
五
巻
（
元
の

祝
淵
撰
）
よ
り
成
る
。

（
吉
岡
真
由
美
）

桃
花

６８
を
の
つ
か
ら
道
有
け
り
な
山
賤
の
そ
の
ふ
も
桃
の
花
を
し
る
へ
に

李
広
伝
、
見
右
。

文
選
註
。
済
曰
、
人
皆
好
二

桃
―

李
ノ

之
邑
一ヲ

、
遊
二

其
ノ

下
一ニ

故
ニ

成
スレ

蹊
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
二
六
六
番
。
文
選
、
第
三
○
巻
、
雑
詩
下
、
謝
玄
暉
、
和
二

徐
都
曹
一

。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
和
刻
本

文
選
』「
桃
李
之
邑
│
桃
李
之
色
」。

﹇
訳
﹈

桃
の
花

自
然
と
道
が
あ
る
の
だ
な
あ
。
身
分
の
低
い
者
の
家
の
庭
に
も
桃
の
花
を
し
る
べ
に
し
て
。

李
広
伝
は
右
の
通
り
で
あ
る
。（
６４
番
歌
、
参
照
）

文
選
註
。
呂
延
済
に
よ
る
と
、
人
々
は
皆
、
桃
李
の
園
を
好
む
の
で
、
そ
の
木
の
下
で
遊
び
、
そ
の
た
め
に
小
道
が
で
き
る
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部
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﹇
考
察
﹈「
文
選
註
」
は
、
謝
玄
暉
の
漢
詩
「
和
二

徐
都
曹
一

」
の
一
節
「
桃
李
成
二

蹊
逕
一

」
に
、
呂
延
済
が
注
を
付
け
た
も
の
。
当
歌
は
、

徳
の
高
い
人
に
は
自
然
に
人
が
集
ま
る
と
い
う
諺
に
対
し
て
、
身
分
の
低
い
者
で
も
桃
の
花
が
あ
れ
ば
、
自
然
に
人
が
集
ま
る
と
詠

む
。

（
風
岡
む
つ
み
）

三
月
三
日

６９
空
か
け
て
色
も
匂
ひ
も
三
千
と
せ
に
咲
て
ふ
桃
の
花
か
つ
ら
せ
り

万
葉
集
、
十
九
。
三
月
三
日
宴
歌
、
大
伴
家
持
。

新
古
今
入

か
ら
人
も
船
を
う
か
へ
て
あ
そ
ふ
て
ふ
今
日
そ
わ
か
せ
こ
花
か
つ
ら
せ
る

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
五
一
番
。
万
葉
集
、
巻
一
九
、
四
一
五
三
番
。
新
古
今
和
歌
集
、
巻
二
、
春
下
、
一
五
一
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
万
葉
集
』「
花
か
つ
ら
せ
る
│
花
か
つ
ら
せ
よ
」。『
新
古
今
集
』「
か
ら
人
も
│
か
ら
人
の
」「
花
か

つ
ら
せ
る
│
花
か
つ
ら
せ
よ
」。

﹇
訳
﹈

三
月
三
日

空
一
面
に
花
の
色
も
香
り
も
満
ち
あ
ふ
れ
、
三
千
年
に
一
度
咲
く
と
い
う
あ
の
桃
の
花
で
、
花
か
ず
ら
を
飾
っ
て
遊
ん
だ
こ
と
よ
。

万
葉
集
、
巻
第
十
九
。
三
月
三
日
宴
の
歌
、
大
伴
家
持
。

唐
土
の
人
も
船
を
浮
か
べ
て
遊
ぶ
と
い
う
今
日
、
わ
が
友
は
皆
、
花
か
ず
ら
を
飾
っ
て
遊
ん
で
い
る
よ
。

﹇
考
察
﹈『
万
葉
集
』
は
大
伴
家
持
が
三
月
三
日
に
自
邸
で
行
っ
た
、
曲
水
の
宴
の
際
に
詠
ん
だ
歌
。
三
千
年
に
一
度
咲
く
桃
花
に
つ
い
て

み

ち

は
、
６５
〜
６７
番
歌
参
照
。「
三
千
と
せ
」
の
「
み
ち
」
に
「
満
ち
」
を
掛
け
る
。

― １３７ ―
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（
風
岡
む
つ
み
）

７０
あ
ひ
に
あ
ひ
て
空
も
花
に
や
酔
の
う
ち
の
光
さ
し
そ
ふ
春
の
さ
か
つ
き

本
朝
文
粋
。
三
月
三
日
詩
序
。
菅
贈
大
相
国
。
春
ノ

之
暮
―

月
、月
ノ

之
三
―

朝
、
天
酔
リ二

于
花
ニ一

。
桃
―

李
ノ

盛
ナ
ル
也

也
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
四
七
八
番
。
本
朝
文
粋
、
巻
第
一
○
、
二
九
五
番
。

本

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
空
も
花
に
や
│
空
の
花
に
や
」。『
本
朝
文
粋
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
三
月
三
日
）

（
三
月
三
日
と
い
う
）
折
に
合
っ
て
、
空
も
桃
李
の
花
に
酔
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
夕
暮
の
月
の
光
が
射
し
加
わ
る
春
の
盃
で
あ
る

よ
。

本
朝
文
粋
。
三
月
三
日
詩
序
。
菅
原
道
真
。
春
の
終
り
の
三
月
、
そ
れ
も
三
日
と
い
う
日
、
天
が
一
面
に
花
に
酔
っ
た
よ
う
に
紅

に
染
ま
る
。
そ
れ
は
桃
李
が
満
開
で
あ
る
か
ら
だ
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
宇
多
天
皇
が
催
し
た
三
月
三
日
の
曲
水
の
宴
で
、
菅
原
道
真
が
詠
ん
だ
詩
「
花
時
天
似
酔
」
の
序
。
当
歌
は
「
酔
の
う

ち
」
に
「
宵
の
う
ち
」、「
さ
か
つ
き
」（
盃
）
に
「
月
」
を
掛
け
る
。

﹇
参
考
﹈
菅
原
道
真
の
詩
は
『
菅
家
文
草
』
巻
五
や
『
和
漢
朗
詠
集
』（
上
、
春
、
三
月
三
日
付
桃
、
三
九
番
）
に
も
収
め
ら
れ
、
本
文
異

同
は
見
ら
れ
な
い
。

（
風
岡
む
つ
み
）

７１
色
も
香
も
あ
か
ぬ
春
か
な
鳥
の
跡
を
う
つ
す
な
か
れ
の
花
の
さ
か
つ
き

淮
南
子
曰
、
昔
シ

蒼
―

頡
作
レ

書
ヲ

而
天
雨
レ

粟
ヲ

鬼
夜
ル

哭
ス

。
許
慎
カ

曰
、
蒼
―

頡
始
テ

視
テ二

鳥
―

跡
ノ

之
文
ヲ一

造
二

書
―

契
ヲ一

。
則
詐
―

偽
萌
―

生
ス

云

『
三
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挑
事
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云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
五
二
番
。
淮
南
子
、
巻
八
、
本
経
訓
、
三
六
九
頁
。
淮
南
鴻
烈
解
、
巻
八
、
本
経
訓
、
五
丁
裏
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
淮
南
子
』「
昔
蒼
頡
│
昔
者
蒼
頡
」「
許
慎
曰
蒼
頡
始
視
鳥
跡
之
文
造
書
契
則
詐
偽
萌
生
云
云
│
ナ

シ
」。『
淮
南
鴻
烈
解
』「
昔
蒼
頡
│
昔
者
蒼
頡
」「
許
慎
曰
│
ナ
シ
」。

﹇
訳
﹈

（
三
月
三
日
）

色
も
香
も
飽
き
る
こ
と
の
な
い
春
で
あ
る
こ
と
よ
。
鳥
の
跡
を
写
し
て
漢
字
が
作
ら
れ
た
が
、
そ
の
漢
字
を
写
し
て
漢
詩
を
詠
む
曲

水
の
流
れ
に
、
花
の
宴
の
美
し
い
杯
が
流
れ
て
く
る
よ
。

淮
南
子
に
よ
る
と
、
昔
、
蒼
頡
が
始
め
て
文
字
を
作
る
と
、
天
は
粟
の
雨
を
降
ら
せ
、
鬼
は
夜
泣
き
し
た
。
許
慎
に
よ
る
と
、
蒼

頡
が
初
め
て
鳥
の
足
跡
の
文
様
を
見
て
文
字
を
作
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
人
々
に
偽
り
の
心
が
起
こ
り
は
じ
ま
っ
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
三
月
三
日
に
行
な
わ
れ
た
曲
水
の
宴
の
様
子
を
詠
ん
だ
も
の
。
参
会
者
は
庭
園
の
曲
水
の
流
れ
に
沿
っ
て
所
々
に
座

り
、
上
流
か
ら
流
さ
れ
る
杯
が
自
分
の
前
を
通
り
過
ぎ
な
い
う
ち
に
詩
歌
を
詠
じ
て
杯
を
取
り
上
げ
酒
を
飲
む
。

﹇
参
考
﹈
許
慎
は
後
漢
の
人
。
彼
の
著
書
で
中
国
最
古
の
文
字
学
書
『
説
文
解
字
』
の
序
に
も
、
黄
帝
の
臣
で
あ
っ
た
蒼
頡
が
鳥
跡
を
見

て
文
字
を
創
作
し
た
こ
と
は
書
か
れ
て
い
る
が
、「
許
慎
曰
」
以
下
の
本
文
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
本
文
は
高
誘
注
の
『
淮
南
鴻
烈

解
』
に
見
ら
れ
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
年
版
の
高
誘
注
茅
坤
批
評
『
淮
南
鴻
烈
解
』
に
よ
る
。「
鳥
の
跡
を
う
つ
す
」
に
、
鳥
の

跡
を
写
し
て
漢
字
が
出
来
た
こ
と
と
、
曲
水
の
宴
で
漢
字
を
紙
に
写
す
こ
と
を
掛
け
る
。

（
城
阪
早
紀
）

春
神
祇

― １３９ ―
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柏
玉

７２
石
清
水
そ
の
神
わ
さ
の
そ
の
か
み
に
今
た
に
か
へ
す
袖
の
春
風

公
事
根
源
云
、
石
清
水
臨
時
祭
、
ま
つ
二
月
の
頃
よ
り
、
奉
行
の
蔵
人
、
使
、
舞
人
を
申
さ
た
む
。
中
の
辰
の
日
、
試
楽
の
事
有

云
々
。
中
略
。
竹
台
の
下
に
て
、
竹
の
枝
を
折
て
か
さ
し
に
さ
す
。
仁
寿
殿
の
廊
の
下
よ
り
す
ゝ
み
て
、
御
前
に
つ
ら
な
り
た

つ
。
陪
従
、
近
衛
の
召
人
、
求
子
う
た
ひ
、
笛
、
篳
篥
の
音
を
あ
は
す
。
舞
人
ま
ひ
お
は
り
て
、
大
比
礼
か
へ
し
う
た
ひ
て
、
舞

た
え
す
し
て
ま
か
り
い
つ
云
々
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
八
七
七
番
。
公
事
根
源
、
五
五
、
石
清
水
臨
時
祭
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
か
へ
す
│
か
へ
せ
」「
春
風
│
は
つ
か
ぜ
」。『
公
事
根
源
』「
求
子
う
た
ひ
、
笛
│
求
子
う
た
ひ
、
こ
と
、

笛
」。

﹇
訳
﹈

春
の
神
祇

石
清
水
八
幡
宮
は
そ
の
昔
、
あ
の
神
業
を
成
し
遂
げ
た
神
に
、
今
で
も
な
お
舞
人
が
袖
を
ひ
る
が
え
し
て
舞
い
、
そ
の
袖
が
春
風
に
ひ

る
が
え
っ
て
い
る
な
あ
。

公
事
根
源
に
よ
る
と
、
石
清
水
臨
時
祭
は
、
ま
ず
二
月
の
頃
よ
り
奉
行
の
蔵
人
・
祭
使
・
舞
人
を
定
め
る
。
中
の
辰
の
日
に
、
祭

う
て
な

当
日
に
社
頭
に
て
行
う
舞
楽
を
、
主
上
の
御
前
で
試
み
る
云
々
。
中
略
。
清
涼
殿
の
東
庭
に
あ
る
竹
を
植
え
た
台
の
下
で
、
竹
の

枝
を
折
り
舞
人
の
冠
に
刺
す
。
仁
寿
殿
の
廊
の
も
と
よ
り
進
み
、
御
前
に
列
と
な
り
立
つ
。（
舞
人
に
従
い
歌
を
歌
っ
た
り
笛
を

吹
い
た
り
琴
を
弾
く
）
陪
従
や
、
近
衛
司
の
将
曹
府
生
で
音
楽
に
堪
能
な
者
た
ち
が
、
東
遊
の
「
求
子
」
を
歌
い
、
笛
・
篳
篥
の

音
を
合
わ
せ
て
奏
で
る
。
舞
人
が
舞
い
終
わ
る
と
、
東
遊
の
終
わ
り
に
歌
う
「
大
比
礼
か
へ
し
」
を
歌
っ
て
舞
い
な
が
ら
退
出
す

る
云
々
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
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夏
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﹇
考
察
﹈
石
清
水
臨
時
祭
は
、
朱
雀
天
皇
の
天
慶
五
年
（
九
四
二
）、
承
平
・
天
慶
の
乱
平
定
の
報
賽
の
た
め
に
臨
時
に
行
わ
れ
た
の
が
始

ま
り
で
、
の
ち
恒
例
と
な
る
。
東
遊
は
、
東
国
の
風
俗
歌
に
合
わ
せ
て
舞
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
平
安
時
代
に
は
宮
廷
に
取
り
入
れ
ら

れ
貴
族
や
神
社
の
間
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

﹇
参
考
﹈『
公
事
根
源
』
の
本
文
は
、
関
根
正
直
『
修
正
公
事
根
源
新
釈
』（
六
合
館
、
一
九
二
五
年
）
に
よ
る
。

（
城
阪
早
紀
）

春
居
処

７３
花
あ
れ
は
よ
る
も
入
来
て
と
さ
し
せ
ぬ
世
を
光
な
る
春
の
家
�
�

白
氏
詩
。
遥
ニ

見
テ二

人
―

家
ヲ一

花
ア
レ
ハ

便
チ―

入
ル

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
三
二
番
。
白
氏
文
集
（
白
楽
天
全
詩
集
４
）、
巻
一
四
、
又
題
一
絶
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
白
氏
文
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

春
の
居
る
と
こ
ろ

花
が
咲
い
て
い
れ
ば
、
夜
で
も
入
っ
て
来
ら
れ
る
よ
う
に
戸
を
閉
ざ
す
こ
と
も
し
な
い
、
平
和
な
世
で
あ
る
の
で
、
春
の
夜
が
更
け
て

も
、
ど
の
家
に
も
明
か
り
が
灯
っ
て
い
る
よ
。

白
氏
文
集
。
遙
か
に
人
の
家
を
見
て
花
が
咲
い
て
い
れ
ば
、
す
ぐ
に
入
る
。

﹇
考
察
﹈
漢
詩
の
全
文
は
、「
貌
随
年
老
欲
如
何
、
興
遇
春
牽
尚
有
余
、
遙
見
人
家
花
便
入
、
不
論
貴
賤
与
親
疎
」（
容
貌
は
一
年
増
し
に

老
衰
し
て
ど
う
に
も
し
難
い
が
、
春
に
な
る
と
余
り
あ
る
ほ
ど
の
感
興
に
引
か
れ
る
。
遙
か
に
人
の
家
を
見
て
花
が
咲
い
て
い
れ
ば
、

貴
賤
親
疎
に
関
わ
ら
ず
入
り
こ
ん
で
見
る
）
で
あ
る
。
第
三
・
四
句
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』（
上
、
春
、
花
付
落
花
、
一
一
五
番
）
に
も

― １４１ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部



採
録
。

（
城
阪
早
紀
）

春
海

７４
と
こ
よ
に
も
ゆ
か
は
や
ゆ
か
ん
水
の
江
の
う
ら
ゝ
な
る
日
の
あ
ま
の
釣
舟

日
本
紀
。
大
―

泊
―

瀬
幼
―

武
ノ

天
皇
二
十
二
年
、
秋
七
月
、
丹
後
ノ

国
余
社
ノ

郡
管
川
ノ

人
、
水
―

江
ノ

浦
嶋
子
、
乗
レ

舟
而
釣
、
遂
得
二

大

亀
ヲ一

。
便
チ

化
シ
テ

為
レ
リ
レ

女
ト

。
於
レ

是
浦
嶋
子
、
感
シ
テ
―

以
為
レ

婦
、
相
―

逐
テ

入
レ

海
ニ

到
二

蓬
莱
山
一

歴
二

覩
仙
衆
一

。
語
ハ

在
二

別
―

巻
ニ一

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
一
九
四
番
。
日
本
書
紀
、
巻
第
一
四
、
雄
略
天
皇
、
二
〇
六
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
日
本
書
紀
』「
丹
後
国
│
丹
波
国
」。

﹇
訳
﹈

春
の
海

（
海
の
向
こ
う
に
あ
る
と
い
う
）
常
世
の
国
に
も
行
け
る
な
ら
ば
行
こ
う
。
水
の
江
の
入
江
が
の
ど
か
な
春
の
日
に
、
漁
師
の
小
さ
な

釣
り
舟
で
。

日
本
書
紀
。
大
泊
瀬
幼
武
天
皇
の
二
十
二
年
、
秋
の
七
月
に
、
丹
後
国
余
社
郡
管
川
の
人
、
水
江
浦
嶋
子
は
、
舟
に
乗
っ
て
釣
り

を
し
て
い
て
大
亀
を
得
た
。
大
亀
は
た
ち
ま
ち
女
に
な
っ
た
。
浦
嶋
子
は
心
ひ
か
れ
て
妻
に
し
、
あ
と
を
追
っ
て
海
に
入
り
、
蓬

莱
山
に
着
い
て
、
仙
衆
を
見
て
廻
っ
た
。
こ
の
話
は
別
巻
に
あ
る
云
云
。

﹇
考
察
﹈「
余
社
」
は
「
与
謝
」
に
同
じ
。
も
と
丹
波
国
の
管
下
に
あ
っ
た
が
、
和
銅
六
年
四
月
に
与
謝
郡
を
含
む
五
郡
と
と
も
に
分
か
れ

て
丹
後
国
と
な
る
。

﹇
参
考
﹈
神
仙
郷
に
渡
っ
た
と
い
う
浦
嶋
子
伝
説
は
、『
万
葉
集
』
巻
九
（「
詠
二

水
江
浦
嶋
子
一

一
首
并
短
歌
」
一
七
四
〇
番
）
と
、『
丹
後

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
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夏
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国
風
土
記
』
に
見
ら
れ
る
。

（
松
井
佑
生
）

春
声

柏
玉

７５
花
に
鳴
初
う
く
ひ
す
の
声
は
か
り
我
う
ち
出
ん
言
の
は
そ
な
き

古
今
序
。
や
ま
と
歌
は
人
の
心
を
た
ね
と
し
て
、
よ
ろ
つ
の
言
の
は
と
そ
な
れ
り
け
る
。
世
の
中
に
有
人
、
こ
と
わ
さ
し
け
き
物

な
れ
は
、
心
に
思
ふ
こ
と
を
、
み
る
物
、
き
く
も
の
に
つ
け
て
、
い
ひ
出
せ
る
な
り
。
花
に
な
く
う
く
ひ
す
、
水
に
住
蛙
の
声
を

き
け
は
、
い
き
と
し
い
け
る
物
、
い
つ
れ
か
歌
を
よ
ま
さ
り
け
る
。

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
雑
、
春
声
。
古
今
集
、
仮
名
序
、
一
七
頁
。

﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』「
声
│
色
」。『
古
今
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

春
の
声

花
間
に
さ
え
ず
り
春
を
告
げ
る
う
ぐ
い
す
の
初
声
に
劣
ら
ず
、
私
の
口
か
ら
出
る
よ
う
な
言
葉
は
な
い
な
あ
。

古
今
集
の
仮
名
序
。
や
ま
と
歌
と
は
、
人
の
心
を
種
に
た
と
え
る
と
、
そ
れ
か
ら
生
じ
て
口
に
出
て
無
数
の
葉
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
世
に
暮
ら
し
て
い
る
人
々
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
事
に
た
え
ず
応
接
し
て
い
る
の
で
、
心
に
思
う
こ
と
を
見
た
こ
と
聞
い

た
こ
と
に
託
し
て
言
い
表
し
た
も
の
が
歌
で
あ
る
。
花
間
に
さ
え
ず
る
鶯
、
清
流
に
す
む
河
鹿
の
声
を
聞
け
ば
、
自
然
の
間
に
生

を
営
む
も
の
に
し
て
、
ど
れ
が
歌
を
詠
ま
な
い
と
言
え
よ
う
か
。

﹇
考
察
﹈『
古
今
集
』
仮
名
序
は
、
和
歌
と
は
何
か
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
で
あ
り
、
鶯
や
河
鹿
な
ど
生
き
て
い
る
も
の
で
歌
を
詠
ま
な
い

も
の
は
な
い
と
説
く
。
当
歌
は
、
鶯
の
初
声
ほ
ど
優
れ
た
歌
を
作
れ
な
い
、
と
詠
ん
だ
も
の
。『
古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄
』
な
ど

― １４３ ―
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中
世
に
成
立
し
た
『
古
今
集
』
の
注
釈
書
に
は
、
鶯
も
和
歌
を
詠
む
例
と
し
て
、
鳴
き
声
を
漢
字
で
写
す
と
漢
詩
に
な
り
、
そ
れ
を
翻

訳
す
る
と
和
歌
に
な
っ
た
、
と
あ
る
。

（
松
井
佑
生
）

春
祝

７６
春
の
水
春
の
風
も
や
お
さ
ま
れ
る
世
の
声
そ
へ
て
の
と
か
成
ら
ん

白
氏
文
集
。
春
―

風
春
―

水
一
―

時
ニ

来
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
二
三
〇
番
。
白
氏
文
集
（
白
楽
天
全
詩
集
４
）、
巻
一
〇
、
府
西
池
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
白
氏
文
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

春
の
祝

春
の
雪
解
け
の
水
も
春
風
も
治
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。（
春
の
訪
れ
を
喜
ぶ
）
世
間
の
声
も
加
わ
り
穏
や
か
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

白
氏
文
集
。
春
の
風
と
春
の
雪
解
け
の
水
は
同
時
に
来
る
。

﹇
参
考
﹈「
を
さ
ま
れ
る
世
の
声
」
で
始
ま
る
和
歌
が
、『
柏
玉
集
』
に
二
首
あ
る
（
二
七
・
一
九
〇
四
番
）。

（
牛
窓
愛
子
）

春
野

７７
名
の
み
し
て
と
ふ
火
も
見
え
ず
春
日
野
や
風
し
つ
か
成
御
代
の
春
哉

続
日
本
紀
曰
、
元
明
天
皇
、
和
銅
五
年
正
月
、
廃
シ
テ
二

河
内
国
高
安
ノ

烽
ヲ一

始
テ

置
二

高
見
烽
及
大
和
国
春
―

日
ノ

烽
ヲ一

以
テ

通
二

平
―

城
一

也
。

史
記
、
周
本
紀
曰
、
幽
王
為
二

燧
燧
太
鼓
ヲ一

有
二

寇
―

至
一

則
挙
二

烽
火
ヲ一

。
諸
―

侯
悉
ク―

至
ル

云
云
。
正
義
曰
、
昼
―

日
ニ
ハ

燃
レ

烽
以
望
二

火
―

煙
ヲ一
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夜
ハ

挙
テレ

燧
ヲ

以
望
ム二

火
―

光
ヲ一

也
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
〇
〇
五
番
。
続
日
本
紀
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）、
元
明
天
皇
、
和
銅
五
年
正
月
。
史
記
、
周
本
紀
、
一
九
九
頁
。

史
記
正
義
（
四
庫
全
書
）、
周
本
紀
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
史
記
正
義
』
ナ
シ
。『
続
日
本
紀
』「
大
和
国
│
大
倭
国
」。『
史
記
』「
燧
燧
│
燧
烽
」。

﹇
訳
﹈

春
の
野

名
前
だ
け
で
狼
煙
も
見
え
な
い
春
日
野
で
あ
る
な
あ
。
風
も
静
か
な
天
皇
の
治
世
の
春
で
あ
る
こ
と
よ
。

続
日
本
紀
に
よ
る
と
、
元
明
天
皇
の
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
正
月
、
河
内
国
高
安
の
烽
を
廃
止
し
て
、
初
め
て
高
見
の
烽
と
大
和

国
春
日
野
の
烽
を
置
く
こ
と
で
、
平
城
京
に
連
絡
を
通
じ
さ
せ
た
。

史
記
、
周
本
紀
に
よ
る
と
、
幽
王
は
烽
火
と
太
鼓
を
造
ら
せ
て
、
寇
の
侵
入
が
あ
る
と
烽
火
を
挙
げ
、
諸
侯
に
連
絡
す
る
よ
う
に

し
て
お
い
た
。
正
義
に
よ
る
と
、
昼
間
は
烽
を
燃
や
す
こ
と
で
煙
を
望
見
し
、
夜
間
は
燧
を
挙
げ
て
火
の
光
を
望
見
す
る
。

﹇
考
察
﹈
春
日
野
（
奈
良
市
春
日
山
の
裾
野
）
に
は
「
烽
」
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
機
能
す
る
こ
と
も
な
い
平
和
な
時
代
を
詠
ん

だ
も
の
。

（
牛
窓
愛
子
）

春
獣

７８
鹿
を
さ
し
て
馬
と
も
け
に
そ
夕
霞
三
笠
の
野
へ
の
遠
き
よ
そ
め
は

史
記
曰
、
趙
―

高
欲
スレ

為
ン
ト
レ

乱
ヲ

。
恐
二

群
―

臣
不
一レ

聴
、
乃
先
ツ

設
レ

験
ヲ

持
レ

鹿
ヲ

献
シ
テ
二

於
二
―

世
ニ一

曰
、「
馬
也
」。
二
―

世
笑
テ

曰
、「
丞
―

相

誤
カ

邪
、
謂
テレ

鹿
ヲ

為
レ

馬
」。
問
二

左
―

右
ニ一

、
左
―

右
或
ハ

黙
シ

、
或
ハ

言
テレ

馬
ト

、
以
テ

阿
二│

順
ス

趙
―

高
ニ一

云
云
。
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﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
〇
〇
九
番
。
史
記
（
本
紀

上
）
一
、
秦
始
皇
本
紀
第
六
、
三
八
一
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
史
記
』「
於
二
世
│
于
二
世
」。

﹇
訳
﹈

春
の
獣

鹿
を
指
し
て
馬
と
言
っ
た
の
も
、
な
る
ほ
ど
だ
な
あ
。
夕
方
、
霞
に
覆
わ
れ
た
三
笠
の
野
を
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
（
鹿
が
馬
に
見

え
る
な
あ
）。

史
記
に
よ
る
と
、
趙
高
は
反
乱
を
起
こ
そ
う
と
思
っ
た
。
群
臣
が
自
分
の
意
見
を
聴
き
入
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
、
ま

ず
試
し
て
み
よ
う
と
し
て
、
鹿
を
二
世
に
献
じ
て
、「
こ
れ
は
馬
で
す
。」
と
言
っ
た
。
二
世
は
笑
っ
て
、「
丞
相
は
間
違
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
鹿
を
馬
だ
と
い
っ
て
」
と
言
っ
た
。
左
右
の
臣
下
た
ち
に
問
う
と
、
左
右
の
臣
下
た
ち
の
或
る
も
の
は
沈
黙
し
た

ま
ま
で
あ
り
、
或
る
も
の
は
馬
だ
と
い
っ
て
趙
高
に
へ
つ
ら
い
従
っ
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈
趙
高
は
秦
の
宦
官
で
、
始
皇
帝
の
死
後
、
丞
相
の
李
斯
と
共
に
始
皇
帝
の
長
子
扶
蘇
を
殺
し
、
次
子
の
胡
亥
を
二
世
皇
帝
と
し

た
。
当
歌
は
、
趙
高
が
馬
を
鹿
だ
と
無
理
に
言
っ
て
、
そ
の
反
応
か
ら
敵
味
方
を
判
別
し
よ
う
と
し
た
『
史
記
』
の
一
節
を
踏
ま
え
、

遠
目
で
見
る
と
三
笠
の
野
（
春
日
山
の
西
峰
で
あ
る
三
笠
山
の
裾
野
）
に
い
る
鹿
も
馬
に
見
え
る
こ
と
を
詠
む
。「
げ
に
ぞ
夕
」
の

「
夕
」
に
「
ゆ
ふ
」（
言
ふ
）
を
掛
け
る
。

（
植
田
彩
郁
）

春
歌
中

住
吉
法
楽
云
々

７９
百
千
と
り
さ
こ
そ
は
あ
ま
の
さ
へ
つ
り
も
春
の
う
み
へ
の
う
ら
ゝ
な
る
空
の

す
ま
の
巻
。
あ
ま
と
も
あ
さ
り
し
て
、
か
い
つ
物
も
て
ま
ゐ
れ
る
を
、
め
し
出
て
御
ら
ん
す
。
浦
に
と
し
ふ
る
さ
ま
な
と
、
と
は
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せ
た
ま
ふ
に
、
さ
ま
�
�
や
す
け
な
き
身
の
う
れ
へ
を
申
す
。
そ
こ
は
か
と
な
く
さ
へ
つ
る
も
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
一
七
五
番
。
源
氏
物
語
、
須
磨
巻
、
二
一
四
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
湖
月
抄
』『
承
応
』
ナ
シ
。

う
ん
ぬ
ん

﹇
訳
﹈

春
歌
の
中

住
吉
法
楽
云
々

百
千
鳥
が
天
で
さ
え
ず
る
声
は
、
さ
ぞ
か
し
海
人
が
何
や
ら
分
か
ら
ぬ
こ
と
を
喋
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
春
の
海
辺
の
の
ど
か
な
空
の
も

と
で
。須

磨
の
巻
。
海
人
た
ち
が
漁
を
し
て
、
貝
の
類
を
持
参
す
る
の
を
、（
源
氏
の
）
御
前
に
お
呼
び
出
し
に
な
っ
て
ご
ら
ん
に
な
る
。

海
辺
で
長
い
年
月
暮
ら
し
て
い
る
様
子
な
ど
を
（
源
氏
が
）
尋
ね
さ
せ
な
さ
る
と
、
い
ろ
い
ろ
と
苦
労
の
多
い
身
の
上
の
つ
ら
さ

を
申
し
あ
げ
る
。
何
や
ら
分
か
ら
ぬ
こ
と
を
と
り
と
め
も
な
く
喋
っ
て
い
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
須
磨
に
い
る
光
源
氏
を
頭
中
将
が
訪
問
し
、
光
源
氏
が
料
理
に
使
う
貝
の
類
を
持
参
し
た
海
人
た
ち
に
暮
ら

し
の
様
子
を
尋
ね
る
場
面
。「
あ
ま
」
は
「
天
」
と
「
海
人
」
の
掛
詞
。「
百
千
鳥
」
は
古
今
伝
授
の
中
の
三
鳥
の
一
つ
で
、
和
歌
の
神

を
祭
っ
た
住
吉
大
社
に
ふ
さ
わ
し
い
。

（
植
田
彩
郁
）

春宇
津
山

８０
あ
ふ
人
も
夢
路
は
か
り
の
う
つ
の
山
わ
か
入
み
ち
は
く
ら
き
霞
に

い
せ
物
語
云
、
行
�
�
て
、
す
る
か
の
国
に
い
た
り
ぬ
。
宇
津
の
山
に
い
た
り
て
、
わ
か
い
ら
ん
と
す
る
道
は
、
い
と
く
ら
ふ
細

き
に
、
蔦
楓
は
茂
り
、
物
こ
ゝ
ろ
ほ
そ
く
云
々
。

ふ
か
イ

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
〇
七
五
番
。
伊
勢
物
語
、
九
段
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
く
ら
き
│
く
ら
き
」。『
伊
勢
物
語
』
ナ
シ
。
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﹇
訳
﹈

春
の
宇
津
の
山

あ
の
人
に
会
え
る
の
も
夢
の
中
だ
け
で
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
入
ろ
う
と
す
る
宇
津
の
山
辺
の
道
は
暗
い
霞
に
覆
わ
れ
て
い
て
。

伊
勢
物
語
に
よ
る
と
、
一
行
は
旅
を
つ
づ
け
て
駿
河
の
国
に
着
い
た
。
宇
津
の
山
に
来
て
み
る
と
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
入
ろ
う
と

す
る
道
は
ひ
ど
く
暗
く
心
細
い
う
え
に
、
蔦
や
楓
は
茂
り
、
な
ん
と
な
く
心
細
く
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
伊
勢
物
語
』
は
、
我
が
身
を
無
用
の
も
の
と
思
い
こ
み
東
国
へ
旅
に
出
た
男
が
、
駿
河
の
国
に
着
き
宇
津
の
山
を
越
え
よ
う
と

す
る
場
面
。
そ
の
と
き
男
が
詠
ん
だ
和
歌
「
駿
河
な
る
う
つ
の
山
辺
の
う
つ
つ
に
も
夢
に
も
人
に
会
は
ぬ
な
り
け
り
」
も
、
当
歌
は
踏

ま
え
て
い
る
。

（
植
田
彩
郁
）

款
冬

８１
花
の
中
に
ひ
と
へ
に
菊
の
た
く
ひ
と
や
咲
く
山
吹
に
春
も
く
れ
け
り

元
稹
詩
。
不
二

是
レ

花
ノ―

中
ニ

偏
ニ

愛
ス
ル
ニ

一レ

菊
ヲ

、
此
―

花
開
テ―

後
更
ニ

無
ケ
レ
ハ
也

レ

花
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
八
八
八
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
秋
、
菊
、
二
六
七
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
漢
朗
詠
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

款
冬

（
山
吹
は
）
花
の
中
で
は
ま
っ
た
く
菊
と
同
類
で
あ
ろ
う
か
。（
菊
が
散
る
と
秋
が
暮
れ
る
よ
う
に
）
山
吹
が
咲
い
て
春
も
暮
れ
た
な

あ
。

元
稹
の
詩
。
私
は
多
く
の
花
の
中
で
も
、
菊
だ
け
を
愛
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
で
も
や
は
り
菊
に
特
別
の
思
い
を
寄
せ
る
の
は
、

こ
の
花
の
咲
い
た
後
に
、
来
年
の
春
ま
で
ほ
か
に
は
花
ら
し
い
花
が
な
い
か
ら
だ
。
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﹇
考
察
﹈「
花
開
後
」
の
箇
所
、『
元
氏
長
慶
集
』
に
は
「
花
開
尽
」
と
あ
る
。
こ
の
異
同
に
関
し
て
北
村
季
吟
『
和
漢
朗
詠
集
註
』
に
は
、

「
或
記
云
嵯
峨
隠
君
子
ノ
琴
ヲ
ヒ
キ
ケ
ル
ニ
元
慎
ガ
霊
ノ
ア
ラ
ハ
レ
テ
云
ケ
ル
ハ
後
ノ
字
ハ
ア
ヤ
マ
リ
ナ
リ
此
花
開
尽
ト
ア
ル
ベ
キ
ナ

リ
ト
云
シ
云
云
」
と
引
用
し
て
い
る
。

（
大
八
木
宏
枝
）

折
款
冬

８２
雨
に
き
る
み
の
な
し
と
て
や
山
吹
の
露
に
ぬ
る
ゝ
は
心
つ
か
ら
を

後
拾
遺
和
歌
集
云
、
小
倉
の
家
に
住
侍
る
頃
、
雨
の
ふ
り
侍
り
け
る
日
、
み
の
か
る
人
の
侍
り
け
れ
は
、
山
吹
の
枝
を
折
て
、
と

ら
せ
て
侍
り
け
り
。
心
も
え
て
ま
か
り
過
て
、
ま
た
の
日
、
山
吹
心
え
さ
る
よ
し
、
い
ひ
お
こ
せ
て
侍
り
け
る
か
へ
し
に
、
い
ひ

つ
か
は
し
け
る
。
兼
明
親
王
。

七
重
八
重
は
な
は
さ
け
と
も
山
吹
の
み
の
ひ
と
つ
た
に
な
き
そ
あ
や
し
き

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
六
六
六
番
。
後
拾
遺
集
、
巻
一
九
、
雑
五
、
一
一
五
四
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
後
拾
遺
集
』「
住
侍
る
頃
│
す
み
侍
け
る
比
」「
ふ
り
侍
け
る
日
│
降
け
る
日
」「
山
吹
心
え
さ
る
よ

し
│
や
ま
吹
の
心
も
え
さ
り
し
よ
し
」「
兼
明
親
王
│
中
務
卿
兼
明
親
王
」。

﹇
訳
﹈

款
冬
を
折
る

み
の

雨
の
時
に
着
る
蓑
が
な
い
か
ら
だ
ろ
う
か
。（
実
の
な
い
）
山
吹
が
露
に
濡
れ
て
い
る
の
は
自
分
の
せ
い
で
あ
る
よ
。

後
拾
遺
和
歌
集
に
よ
る
と
、
小
倉
の
家
に
住
ん
で
い
ま
し
た
頃
、
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
日
に
、
蓑
を
借
り
る
人
が
い
ま
し
た
の

で
、
山
吹
の
枝
を
折
っ
て
持
た
せ
ま
し
た
。
山
吹
の
枝
を
与
え
た
意
味
が
理
解
で
き
な
い
ま
ま
去
り
ま
し
て
、
ま
た
の
日
に
、
山
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吹
の
枝
の
意
味
が
理
解
で
き
な
い
旨
を
言
い
寄
越
し
て
来
ま
し
た
返
し
に
詠
み
送
っ
た
。
兼
明
親
王
。

山
吹
の
花
は
七
重
に
も
八
重
に
も
咲
く
け
れ
ど
も
、
実
の
一
つ
す
ら
付
か
な
い
の
は
奇
妙
な
こ
と
だ
。
貸
せ
る
蓑
が
一
つ
も
な
い

の
は
お
か
し
な
こ
と
だ
。

﹇
考
察
﹈『
後
拾
遺
集
』
の
和
歌
は
「
み
の
」
に
山
吹
の
「
実
の
」
と
「
蓑
」
を
掛
け
、
山
吹
の
枝
を
渡
し
た
の
は
蓑
が
な
い
か
ら
だ
と
打

ち
明
け
た
も
の
。
当
歌
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、
山
吹
が
露
に
濡
れ
る
の
は
実
の
な
い
花
、
す
な
わ
ち
蓑
が
な
い
花
だ
か
ら
だ
と
詠
む
。

（
大
八
木
宏
枝
）

春
歌
中

８３
お
ろ
か
な
る
心
の
水
の
か
は
つ
ま
て
言
葉
の
花
は
し
る
か
と
そ
聞

古
今
序
。
ま
へ
に
し
る
し
侍
り
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
三
六
九
番
。
古
今
集
、
仮
名
序
、
一
七
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

春
の
歌
の
中

愚
か
な
心
の
持
ち
主
で
あ
る
水
に
住
む
蛙
の
声
ま
で
も
が
、
こ
と
ば
の
花
で
あ
る
和
歌
を
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
。

古
今
集
仮
名
序
。
前
に
記
し
て
お
り
ま
す
。（
７５
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈「
言
葉
の
花
」
に
は
、
修
辞
を
凝
ら
し
た
華
や
か
な
言
葉
と
い
う
意
味
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
和
歌
を
指
す
。

（
吉
岡
真
由
美
）

松
藤

８４
雲
を
し
の
く
松
の
う
へ
な
る
藤
の
花
水
な
き
空
の
波
か
あ
ら
ぬ
か

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部

― １５０ ―



李
白
。
南
軒
有
二

孤
松
一

、
柯
葉
自
綿
―

冪
ス

。
何
当
凌
雲
霄
、
直
上
数
千
尺
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
八
四
番
。
李
太
白
詩
（
和
刻
本
漢
詩
集
成
２
）、
巻
二
四
、
南
軒
松
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
李
太
白
詩
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

松
と
藤

雲
を
押
し
の
け
る
よ
う
な
立
派
な
松
の
上
に
藤
の
花
が
咲
い
て
い
る
。
そ
の
藤
波
は
水
が
な
い
空
に
波
が
あ
る
の
か
、
と
見
間
違
え
る

ほ
ど
だ
。

李
白
。
家
の
南
軒
の
近
く
に
一
本
の
松
が
あ
り
、
そ
の
枝
葉
は
稠
密
に
し
て
重
な
り
合
う
く
ら
い
で
あ
る
。
い
よ
い
よ
成
長
し
て

直
立
数
千
尺
に
及
べ
ば
、
き
っ
と
大
空
を
し
の
ぐ
ほ
ど
に
な
る
だ
ろ
う
。

﹇
考
察
﹈「
南
軒
松
」
は
李
白
が
孤
松
を
賞
賛
し
て
、
そ
の
長
寿
を
祝
し
た
詩
。
当
歌
の
第
四
句
「
水
な
き
空
」
の
典
拠
は
、「
さ
く
ら
花

ち
り
ぬ
る
風
の
な
ご
り
に
は
水
な
き
空
に
波
ぞ
立
ち
け
る
」（
古
今
集
、
二
、
春
下
、
八
九
、
紀
貫
之
）。

﹇
参
考
﹈『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』
所
収
本
は
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
覆
明
刊
本
。

（
吉
岡
真
由
美
）

惜
春
不
駐

８５
し
は
し
と
て
入
日
を
ま
ね
く
玉
ほ
こ
の
道
た
に
も
な
く
く
る
ゝ
春
か
な

淮
南
子
曰
、
魯
―

陽
―

公
与
レ

韓
搆
レ

難
ヲ

、
戦
酣
ニ
シ
テ

日
―

暮
。
援
テレ

戈
ヲ

而
揮
レ

之
ヲ

、
日
―

反
ル
コ
ト

三
―

舎
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
九
五
番
。
淮
南
子
、
巻
六
、
覧
冥
訓
、
二
九
二
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
淮
南
子
』「
援
戈
而
揮
之
│
援
戈
而
撝
之
」「
日
反
三
舎
│
日
為
反
三
舎
」。

― １５１ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部



﹇
訳
﹈

春
を
惜
し
む
に
留
ま
ら
ず

も
う
少
し
だ
け
と
思
っ
て
、
暮
れ
て
い
く
日
を
招
き
よ
せ
る
戈
と
い
う
手
立
て
す
ら
な
く
、
暮
れ
て
ゆ
く
春
で
あ
る
な
あ
。

淮
南
子
に
よ
る
と
、
楚
の
魯
陽
公
が
韓
と
戦
っ
て
い
た
と
き
、
ま
だ
戦
の
最
中
だ
と
い
う
の
に
日
が
暮
れ
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で

戈
を
手
に
持
っ
て
ぐ
る
り
と
廻
す
と
、
太
陽
が
三
十
度
ば
か
り
元
に
戻
っ
た
。

﹇
考
察
﹈『
淮
南
子
』
は
、
人
が
真
義
を
尽
く
せ
ば
、
そ
の
心
は
天
を
も
感
動
さ
せ
、
両
者
は
共
鳴
で
き
る
こ
と
を
説
く
一
例
と
し
て
挙
げ

ら
れ
た
も
の
。
当
歌
の
第
三
句
「
玉
ほ
こ
」
は
「
道
」
に
か
か
る
枕
詞
で
、「
ほ
こ
」
に
「
戈
」
を
掛
け
る
。

（
吉
岡
真
由
美
）

惜
春
似
友

８６
と
ゝ
ま
ら
ぬ
恨
を
春
に
か
く
し
て
も
な
を
そ
の
人
と
し
た
ふ
空
か
な

論
語
。
匿
シ
テ
レ

怨
ヲ

而
友
ト
ス
ル
ハ

二

其
人
ヲ一

、
左
丘
明
耻
レ

之
ヲ

。
丘
モ

亦
耻
ツレ

之
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
九
四
番
。
論
語
、
公
冶
長
第
五
、
一
二
〇
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
論
語
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

惜
春
、
友
に
似
た
り
。

（
春
が
）
と
ど
ま
ら
な
い
恨
み
を
（
過
ぎ
去
る
）
春
に
隠
し
て
も
、
そ
れ
で
も
や
は
り
（
春
を
）
恋
人
の
よ
う
に
慕
う
空
で
あ
る
な
あ
。

論
語
。
心
の
底
に
怨
み
を
抱
き
な
が
ら
表
面
だ
け
友
達
づ
き
あ
い
を
す
る
の
は
、
左
丘
明
は
恥
じ
た
と
い
う
が
、
私
も
ま
た
、
こ

れ
を
恥
ず
か
し
い
と
思
う
。

﹇
考
察
﹈『
論
語
』
の
公
冶
長
篇
で
は
、
孔
子
の
門
人
及
び
古
今
の
人
物
評
が
収
め
ら
れ
、
孔
子
が
弟
子
た
ち
の
賢
否
・
得
失
を
語
り
な
が

ら
、
そ
の
信
ず
る
と
こ
ろ
を
述
べ
て
い
る
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部

― １５２ ―



（
風
岡
む
つ
み
）

暮
春
盃

８７
人
な
ら
は
と
も
に
涙
の
わ
か
れ
ち
に
す
ゝ
め
や
せ
ま
し
春
の
さ
か
つ
き

白
氏
文
集
。
酔
テ

悲
ノ

涙
灑
ク二

春
―

坏
ノ

中
ニ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
一
一
番
。
白
氏
文
集
、
巻
一
七
、
律
詩
、
十
年
三
月
三
十
日
別
二

微
之
於
澧
上
一

、
十
四
年
三
月
十
一
日
夜
、
遇
二

微

之
於
峡
中
一

、
停
二

舟
夷
陵
一

、
三
宿
而
別
。
言
不
レ

尽
者
以
レ

詩
終
レ

之
。
因
賦
二

七
言
十
七
韻
一

以
贈
、
且
欲
下

記
三

所
レ

遇
之
地
与
二

相
見
之

時
一

、
為
中

他
年
会
話
張
本
上

也
。
一
二
三
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
白
氏
文
集
』「
酔
悲
涙
灑
春
坏
中
│
酔
悲
灑
涙
春
盃
裏
」。

﹇
訳
﹈

暮
春
の
盃

（
も
し
春
が
）
人
な
ら
ば
、
一
緒
に
涙
に
く
れ
る
別
れ
路
で
勧
め
よ
う
か
。
春
の
杯
を
。

白
氏
文
集
。
酔
っ
て
悲
し
み
の
涙
を
、
春
の
杯
の
中
に
そ
そ
ぐ
。

﹇
考
察
﹈『
白
氏
文
集
』
は
元
和
十
年
三
月
三
十
日
、
白
居
易
が
�
水
の
ほ
と
り
で
元
微
之
と
別
れ
た
が
、
四
年
後
の
三
月
十
一
日
夜
、
長

江
の
峡
谷
で
偶
然
再
会
し
、
舟
を
夷
陵
に
停
め
て
三
泊
し
た
の
ち
再
び
別
れ
、
そ
の
時
語
り
尽
く
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
書
き
、
再
び
逢

っ
た
時
の
話
の
種
に
し
よ
う
と
の
思
い
か
ら
白
居
易
が
作
っ
た
詩
。

か
は
ら
け

ゑ

そ
そ

さ
か
づ
き

う
ち

﹇
参
考
﹈「
御
土
器
ま
ゐ
り
て
、「
酔
ひ
の
悲
し
び
涙
灑
く
春
の
盃
の
裏
」
と
も
ろ
声
に
誦
じ
た
ま
ふ
。」（『
源
氏
物
語
』
須
磨
、
二
一
五

頁
）。

（
風
岡
む
つ
み
）

― １５３ ―
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三
玉
挑
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釈
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夏
部



暮
春

８８
お
も
か
け
を
花
に
忍
へ
は
鳥
も
い
ま
入
ぬ
る
雲
の
行
ゑ
か
な
し
も

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
九
九
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

暮
春

春
の
面
影
を
花
に
見
つ
け
て
な
つ
か
し
ん
で
い
る
と
、
鳥
も
ま
さ
に
今
、
雲
の
中
へ
と
姿
を
消
し
て
し
ま
い
、
そ
の
行
く
先
に
心
を
引

か
れ
る
な
あ
。

﹇
考
察
﹈
歌
題
の
「
暮
春
」
は
、
春
の
終
わ
り
の
三
月
の
異
称
。
当
歌
は
、
９１
番
歌
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
鳥
入
雲
」

の
表
現
を
用
い
て
、
過
ぎ
去
る
春
を
惜
し
ん
だ
も
の
。

（
城
阪
早
紀
）

８９
雲
に
入
わ
か
れ
を
鳥
に
恨
て
も
音
に
も
や
た
て
ん
春
の
く
れ
か
た

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
三
七
二
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
暮
春
）

雲
に
入
っ
て
い
く
鳥
と
の
別
れ
を
恨
ん
で
も
、
も
う
鳴
き
声
も
聞
け
ず
、
声
に
出
し
て
泣
く
こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
、
春
の
暮
れ
方

よ
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
も
８８
番
歌
と
同
様
に
、「
鳥
入
雲
」
を
踏
ま
え
る
。
第
四
句
「
音
に
も
や
た
て
ん
」
の
「
音
」
は
、
鳥
の
鳴
き
声
と
人
の
泣

き
声
を
表
わ
す
。

（
城
阪
早
紀
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部

― １５４ ―



春
帰
日
復
暮

９０
く
れ
に
け
り
春
よ
い
つ
く
に
ゆ
く
鳥
の
入
相
の
か
ね
の
峰
の
し
ら
雲

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
〇
六
九
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

春
は
過
ぎ
去
り
、
日
は
ま
た
暮
れ
る

春
は
暮
れ
て
し
ま
っ
た
な
あ
。
春
は
ど
こ
に
行
き
、
鳥
も
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
暮
れ
方
の
鐘
が
聞
こ
え
る
山
の
頂
に
か
か

る
白
雲
の
中
に
入
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

﹇
考
察
﹈
歌
題
は
『
白
氏
文
集
』
巻
第
十
「
送
春
」
の
冒
頭
部
分
、「
三
月
三
十
日

春
帰
日
復
暮

惆
悵
問
春
風

明
日
応
不
住
（
三
月

三
十
日
、
春
が
過
ぎ
去
り
、
日
が
ま
た
暮
れ
て
い
く
。
私
は
悲
し
み
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
春
風
に
尋
ね
て
み
た
。
お
ま
え
は
き

っ
と
明
日
の
朝
は
こ
こ
に
留
ま
っ
て
は
い
な
い
の
だ
ろ
う
な
、
と
。）」
の
一
節
に
よ
る
。「
い
づ
く
に
ゆ
く
」
の
主
語
は
春
と
鳥
、「
鳥

の
入
相
の
か
ね
」
に
「
鳥
の
入
」（
鳥
が
雲
の
中
に
入
る
）
と
「
入
相
の
鐘
」
を
掛
け
る
。

（
城
阪
早
紀
）

三
月
尽
夕

９１
鳥
も
み
な
雲
に
入
日
の
影
き
え
て
む
な
し
き
春
を
猶
や
な
か
め
ん

朗
詠
集
。
留
ル
ニ
レ

春
不
レ

用
二

関
城
ノ

固
ヲ一

、
花
ハ―

落
テ

随
レ

風
ニ

鳥
ハ

入
レ

雲
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
一
六
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
春
、
三
月
尽
、
五
五
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
漢
朗
詠
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

三
月
末
日
の
夕
べ

鳥
も
す
べ
て
雲
の
中
に
入
り
、
夕
日
の
光
も
消
え
、
何
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
春
を
、
そ
れ
で
も
や
は
り
眺
め
よ
う
か
。

― １５５ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部



和
漢
朗
詠
集
。
過
ぎ
ゆ
く
春
を
引
き
と
め
る
に
は
、
関
所
や
城
門
の
固
め
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
花
は
風
の
ま
に
ま
に
落
ち

尽
く
し
、
鳥
は
雲
の
彼
方
に
姿
を
消
し
て
（
鳴
き
声
も
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
）
し
ま
う
。

﹇
考
察
﹈「
雲
に
入
日
」
に
「（
鳥
が
）
雲
に
入
る
」
と
「
入
日
」
を
掛
け
る
。
６１
番
歌
、
参
照
。

（
城
阪
早
紀
）

三
月
尽

９２
よ
も
す
か
ら
お
き
ゐ
て
し
た
へ
暁
の
か
ね
よ
り
さ
き
は
猶
春
そ
か
し

モ
チ
ヒ

賈
嶋
。
三
月
正
当
三
十
日
、
風
光
別
ル

。
我
カ

苦
―

吟
ノ

身
ニ

共
ニレ

君
ト

今
―

夜
不
レ

須
レ

睡
ル
コ
ト
ヲ

、
未
レ

到
二

暁
―

鐘
一

猶
ヲ

是
―

春
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
五
九
一
番
。
賈
浪
仙
長
江
集
（
和
刻
本
漢
詩
集
成
）
巻
一
〇
、
三
月
晦
日
贈
劉
評
事
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
さ
き
は
│
前
は
」。『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

三
月
末
日

（
三
月
最
後
の
日
に
は
）
一
晩
中
起
き
て
い
て
春
を
愛
惜
し
な
さ
い
。
夜
明
け
の
鐘
が
鳴
る
よ
り
前
は
、
ま
だ
春
な
の
だ
か
ら
。

賈
嶋
。
三
月
の
ち
ょ
う
ど
三
十
日
。
春
の
美
し
い
自
然
の
な
が
め
に
別
れ
を
告
げ
た
。
苦
心
し
て
詩
を
作
っ
て
い
る
我
が
身
は
、

あ
な
た
と
一
緒
に
今
宵
は
眠
ら
な
い
で
い
よ
う
。
ま
だ
夜
明
け
を
知
ら
せ
る
鐘
の
時
刻
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
ま
だ
な
お
春
の

季
節
な
の
だ
か
ら
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
夜
が
明
け
て
四
月
に
な
れ
ば
夏
に
な
る
の
で
、
三
月
最
後
の
夜
は
春
を
愛
で
て
眠
ら
な
い
で
い
よ
う
、
と
い
う
賈
浪

仙
の
詩
を
踏
ま
え
て
詠
む
。

（
松
井
佑
生
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部

― １５６ ―



夏
部

首
夏

９３
南
よ
り
か
ほ
り
来
に
け
り
花
さ
そ
ふ
風
の
や
と
り
や
そ
な
た
成
ら
ん

南
風
歌
。
南
風
之
薫
兮
可
三

以
解
二

吾
カ

民
ノ

之
慍
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
夏
、
首
夏
。
円
機
活
法
、
巻
一
、
天
文
門
、
夏
風
。

﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』
ナ
シ
。『
円
機
活
法
』「
吾
民
之
慍
│
吾
民
之
慍
兮
」。

﹇
訳
﹈

夏
の
初
め

南
か
ら
夏
の
か
お
り
が
吹
い
て
き
た
な
あ
。
春
の
花
を
散
ら
す
風
が
今
夜
泊
ま
る
の
は
、
そ
ち
ら
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

南
風
の
歌
。
そ
よ
そ
よ
と
吹
き
く
る
南
風
よ
、
そ
れ
は
わ
が
民
の
怒
り
も
、
と
き
ほ
ぐ
し
て
く
れ
る
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
花
を
散
ら
せ
て
し
ま
う
南
風
を
擬
人
化
し
、
南
風
の
宿
が
あ
な
た
の
所
で
あ
る
、
と
詠
ん
で
い
る
。
引
用
さ
れ
て
い

る
漢
詩
は
「
南
風
之
時
兮
可
シ三

以
阜
ニ
ス
二

吾
民
之
財
�一

兮
」（
時
を
た
が
わ
ず
吹
き
く
る
南
風
よ
、
そ
れ
は
わ
が
民
の
財
を
豊
か
に
し
て
く

れ
る
。）
と
続
き
、
王
者
徳
治
の
理
想
を
示
す
。

﹇
参
考
﹈「
花
散
ら
す
風
の
や
ど
り
は
誰
か
知
る
我
に
教
え
よ
行
き
て
恨
み
む
」（
古
今
集
、
二
、
春
下
、
七
六
、
素
性
）。

（
松
井
佑
生
）

首
夏
朝
露

９４
花
に
あ
か
ぬ
た
か
涙
を
か
そ
ゝ
く
ら
ん
青
葉
露
け
き
朝
ほ
ら
け
哉

― １５７ ―
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杜
詩
。
感
レ

時
花
ニ
モ

濺
クレ

涙
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
夏
部
、
首
夏
朝
露
。
杜
律
集
解
（
和
刻
本
漢
詩
集
成
３
）、
巻
一
、
春
望
。

﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』『
杜
律
集
解
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

夏
の
初
め
の
朝
露

春
の
花
に
名
残
を
惜
し
み
、
誰
が
涙
を
流
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
初
夏
の
青
葉
が
露
に
濡
れ
て
い
る
明
け
方
で
あ
る
な
あ
。

杜
甫
の
詩
。
世
の
あ
り
さ
ま
に
感
じ
て
は
、
花
を
見
て
も
涙
を
そ
そ
ぐ
。

﹇
考
察
﹈
杜
甫
の
詩
で
は
、
平
素
は
楽
し
む
べ
き
も
の
で
あ
る
花
も
、
国
が
荒
れ
た
状
況
下
で
見
れ
ば
、
涙
が
流
れ
る
と
詠
む
。
当
歌
は
、

初
夏
の
朝
の
青
葉
に
つ
い
た
露
を
、
春
を
名
残
惜
し
く
思
う
人
の
涙
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。

（
松
井
佑
生
）

更
衣

９５
夏
こ
ろ
も
よ
し
や
卯
花
橘
の
色
も
に
ほ
ひ
も
染
て
き
ま
し
を

桃
花
蘂
葉
云
、
下
襲
色
、
卯
花
同
レ

柳
。
盧
橘
ハ

表
朽
葉
、
裏
青
、
五
月
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
八
七
番
。
桃
花
蘂
葉
（
史
籍
集
覧
）、
胡
曹
抄
、
夏
冬
下
襲
色
事
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
色
も
に
ほ
ひ
も
│
に
ほ
ひ
も
い
ろ
も
」。『
桃
花
蘂
葉
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

衣
替
え

夏
の
衣
に
も
し
卯
の
花
や
橘
の
色
だ
け
で
な
く
、
匂
い
も
染
め
て
着
ら
れ
た
ら
な
あ
。

桃
花
蘂
葉
に
よ
る
と
、
下
襲
の
色
で
、
卯
花
襲
は
柳
襲
に
同
じ
。
橘
襲
は
表
が
朽
葉
色
、
裏
が
青
色
、
五
月
の
色
で
あ
る
云
々
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部

― １５８ ―



﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
夏
の
衣
の
色
で
あ
る
卯
花
や
橘
を
、
視
覚
だ
け
で
は
な
く
嗅
覚
で
も
楽
し
み
た
い
と
詠
ん
だ
も
の
。

﹇
参
考
﹈『
桃
花
蘂
葉
』
は
一
条
兼
良
が
、
家
督
を
継
い
だ
子
息
冬
良
に
与
え
た
遺
誡
の
書
。
文
明
一
二
年
（
一
四
八
〇
）
成
立
。
一
巻
。

内
容
は
、
装
束
着
用
の
方
式
、
相
伝
の
文
書
な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
。
当
歌
の
注
釈
は
『
桃
花
蘂
葉
』
と
合
わ
せ
て
収
録
さ
れ
た
『
胡

曹
抄
』
か
ら
の
引
用
（『
改
定

史
籍
集
覧
』
２７
、
二
八
七
頁
）。

（
牛
窓
愛
子
）

傾
心
向
日
葵

９６
君
を
あ
ふ
く
心
を
と
は
ゝ
あ
ふ
ひ
草
む
か
ふ
日
影
を
さ
し
て
こ
た
へ
ん

説
文
曰
、
黄
―

葵
常
ニ

傾
レ

葉
ヲ

向
レ

日
ニ

不
レ

令
レ

照
二

其
ノ

根
ヲ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
〇
七
三
番
。
円
機
活
法
、
一
九
巻
、
百
花
門
、
黄
葵
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
円
機
活
法
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

向
日
葵
に
心
を
傾
け
る

君
主
を
敬
う
私
の
心
を
問
う
な
ら
ば
、
向
日
葵
が
向
か
う
太
陽
を
指
さ
し
て
答
え
よ
う
。

説
文
解
字
に
よ
る
と
、
向
日
葵
は
常
に
葉
を
傾
け
太
陽
に
向
か
い
、
そ
の
根
を
日
光
に
照
ら
さ
な
い
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
君
主
を
敬
う
心
を
、
太
陽
に
向
か
う
向
日
葵
に
見
立
て
て
詠
ん
だ
も
の
。「
葵
傾
」
は
君
主
の
徳
を
仰
ぎ
慕
う
例
え
。

﹇
参
考
﹈「
説
文
」
は
『
説
文
解
字
』
の
略
で
、
中
国
の
現
存
す
る
最
古
の
字
書
。
一
五
巻
。
後
漢
の
許
慎
の
著
。
永
元
一
二
年
（
一
〇

〇
）
成
立
。
な
お
、『
説
文
解
字
』（
四
庫
全
書
）
に
は
該
当
す
る
本
文
は
見
ら
れ
な
い
が
、
後
世
の
著
書
に
は
「
説
文
」
に
あ
る
と
さ

れ
る
。

（
牛
窓
愛
子
）

― １５９ ―
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夏
歌
中

９７
階
の
も
と
の
花
も
こ
そ
さ
け
卯
花
の
わ
れ
の
み
夏
の
折
え
か
ほ
な
る

白
氏
詩
。
階
ノ―

底
ノ

薔
―

薇
ハ

入
レ

夏
ニ

開
ク

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
六
八
〇
番
。
白
氏
文
集
、
巻
一
七
、
薔
薇
正
開
、
春
酒
初
熟
。
因
招
劉
十
九
・
張
大
・
崔
二
十
四
同
飲
。
五
七
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
白
氏
文
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

夏
歌
の
中

階
段
の
も
と
の
薔
薇
は
勢
い
よ
く
咲
く
だ
ろ
う
が
、
夏
に
な
っ
て
卯
花
は
自
分
だ
け
が
い
か
に
も
人
に
手
折
っ
て
も
ら
え
る
、
と
い
っ

た
様
子
で
咲
い
て
い
る
。

白
居
易
の
詩
に
よ
る
と
、
階
段
の
も
と
の
薔
薇
は
夏
に
入
る
と
勢
い
よ
く
咲
く
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
白
居
易
の
詩
の
勢
い
よ
く
咲
く
薔
薇
を
詠
み
こ
み
な
が
ら
、
卯
の
花
が
他
の
花
を
圧
倒
し
て
勝
ち
誇
っ
て
咲
い
て
い
る

様
子
を
詠
む
。

（
牛
窓
愛
子
）

９８
わ
す
れ
て
は
小
野
の
細
道
ふ
み
分
し
雪
か
と
ぞ
お
も
ふ
さ
け
る
卯
花

い
せ
物
語
云
、
む
つ
き
に
お
か
み
奉
ら
ん
と
て
、
小
野
に
ま
ふ
て
た
る
に
、
ひ
え
の
山
の
麓
な
れ
は
、
雪
い
と
高
し
。
し
ゐ
て
、

み
む
ろ
に
ま
ふ
て
ゝ
お
か
み
奉
る
に
云
々
。
下
略
。
わ
す
れ
て
は
夢
か
と
そ
お
も
ふ
思
ひ
き
や
ゆ
き
ふ
み
分
て
君
を
み
ん
と
は

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
七
七
六
番
。
伊
勢
物
語
、
八
三
段
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
伊
勢
物
語
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
夏
歌
の
中
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部

― １６０ ―



ふ
と
現
を
忘
れ
て
は
、
小
野
の
細
道
を
踏
み
分
け
た
雪
か
、
と
見
間
違
え
そ
う
な
ほ
ど
、
卯
の
花
が
咲
い
て
い
る
な
あ
。

伊
勢
物
語
に
よ
る
と
、
正
月
に
拝
謁
申
し
上
げ
よ
う
と
し
て
、
小
野
に
参
上
し
た
と
こ
ろ
、
比
叡
の
山
の
麓
な
の
で
、
雪
が
た
い

そ
う
高
く
積
も
っ
て
い
る
。
雪
の
中
を
お
し
て
ご
庵
室
に
参
上
し
て
拝
顔
申
し
上
げ
る
と
云
々
。
下
略
。
い
ま
の
お
姿
を
拝
し
て

い
る
と
、
ふ
と
現
を
忘
れ
て
は
、
夢
を
見
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
深
い
雪
を
踏
み
わ
け
て
、
こ
の
よ
う
な

所
で
わ
が
君
に
お
逢
い
し
よ
う
と
は
、
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

﹇
考
察
﹈『
伊
勢
物
語
』
は
、
惟
喬
親
王
が
出
家
し
て
し
ま
い
、
親
密
に
交
遊
し
て
い
た
馬
の
頭
が
正
月
に
拝
謁
し
よ
う
と
小
野
に
参
上
す

る
場
面
。
当
歌
は
、
小
野
に
雪
が
た
い
そ
う
高
く
積
も
っ
て
い
る
様
子
を
踏
ま
え
、
白
い
卯
の
花
が
雪
と
見
間
違
え
そ
う
に
な
る
ほ
ど

咲
い
て
い
る
様
を
詠
む
。

﹇
参
考
﹈「
わ
す
れ
て
は
い
づ
れ
の
と
し
の
雪
ぞ
と
も
わ
か
ぬ
籬
や
さ
け
る
卯
の
は
な
」（
雪
玉
集
、
六
九
八
番
）。

（
植
田
彩
郁
）

菖
蒲
草

柏
玉

９９
ち
か
や
ふ
く
む
か
し
の
宿
を
わ
す
れ
す
は
ね
な
か
ら
軒
の
あ
や
め
を
も
み
ん

事
文
類
聚
続
集
。
堯
之
有
二

天
下
一

也
、
堂
ノ

高
三
―

尺
釆
―

椽
不
レ

�
茅
―

茨
不
レ

剪
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
四
九
四
番
。
古
今
事
文
類
聚
（
四
庫
全
書
）、
続
集
巻
五
、
堯
土
階
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
古
今
事
文
類
聚
』「
釆
│
采
」「
�
│
�
」。

﹇
訳
﹈

菖
蒲
草

茅
葺
屋
根
の
昔
の
住
処
を
忘
れ
な
け
れ
ば
、
寝
こ
ろ
び
な
が
ら
軒
の
菖
蒲
も
根
が
付
い
た
ま
ま
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

― １６１ ―
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た
る
き

事
文
類
聚
続
集
。
堯
が
天
下
に
王
で
あ
っ
た
と
き
は
、
建
物
で
、
高
さ
が
三
尺
あ
る
い
ち
い
（
の
木
の
材
の
）
の
垂
木
に
か
ん
な

か
や
ぶ
き

も
か
け
ず
、
茅
葺
屋
根
の
端
も
切
り
そ
ろ
え
な
か
っ
た
。

﹇
考
察
﹈
端
午
の
節
句
に
は
、
邪
気
を
払
う
た
め
に
菖
蒲
や
蓬
を
軒
に
挿
す
風
習
が
あ
る
。
ま
た
、
歌
合
の
よ
う
に
左
右
に
分
か
れ
、
菖

蒲
の
根
の
長
短
を
競
う
「
根
合
」
と
い
う
遊
戯
も
行
な
わ
れ
る
。
当
歌
の
第
四
句
の
「
ね
な
か
ら
」
は
「
寝
ね
が
ら
」
と
「
根
な
が

ら
」
の
掛
詞
。

﹇
参
考
﹈『
古
今
事
文
類
聚
』
は
宋
の
祝
穆
編
、
古
今
の
群
書
の
要
語
・
事
実
・
詩
文
を
集
め
分
類
し
た
中
国
の
類
書
。『
韓
非
子
』
の

「
五
蠹
第
四
十
九
」
に
も
、「
堯
之
王
二

天
下
一

也
、
茅
茨
不
レ

翦
、
采
椽
不
レ

�
」
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（
植
田
彩
郁
）

夏
歌
中

１００
声
を
な
を
い
か
に
か
忍
ふ
ほ
と
ゝ
き
す
血
の
な
み
た
に
も
な
く
と
こ
そ
き
け

格
物
論
曰
、
杜
―

鵑
、
一
名
ハ

杜
宇
、
一
名
ハ

子
規
。
三
―

四
月
ノ

間
夜
―

鳴
達
且
。
其
ノ―

声
哀
ニ
シ
テ

而
吻
ニ

有
レ

血
、
漬
ス二

草
―

木
一ヲ

。
初
テ―

聞
ク

人
、
則
有
二

離
―

別
ノ

之
苦
一

。
唯
、
田
―

家
俟
ツ
テ
二

其
―

鳴
ヲ一

興
ス二

農
事
ヲ一

。
其
ノ

音
、
不
如
帰
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
一
九
〇
番
。
円
機
活
法
、
巻
二
四
、
子
規
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。「
夜
鳴
達
且
│
夜
啼
達
旦
」「
初
聞
人
│
初
聞
」「
唯
│
惟
」「
農
事
│
農
事
或
以
為
啼
苦
則
自
懸
於
樹

自
呼
謝
豹
思
帰
楽
」「
不
如
帰
云
云
│
不
如
帰
去
」。

﹇
訳
﹈

夏
歌
の
中

ま
だ
声
を
ど
の
よ
う
に
ひ
そ
め
て
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
ほ
と
と
ぎ
す
よ
。
血
の
涙
を
流
し
て
鳴
く
と
も
聞
く
が
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部

― １６２ ―



格
物
論
に
よ
る
と
、
杜
鵑
は
、
別
名
を
杜
宇
、
子
規
と
言
う
。
三
月
と
四
月
の
間
、
夜
中
に
鳴
き
、
朝
ま
で
続
く
。
そ
の
声
は
憂

く
ち
さ
き

い
を
帯
び
て
お
り
、
吻
に
は
血
が
つ
い
て
お
り
、
血
で
草
木
を
ひ
た
す
。
初
め
て
杜
鵑
の
声
を
聞
く
人
は
、
離
別
の
苦
し
み
が
あ

る
と
感
じ
る
。
た
だ
、
田
舎
で
は
杜
鵑
が
鳴
く
の
を
待
っ
て
農
事
を
始
め
る
。
そ
の
音
は
、
不
如
帰
と
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
離
別
の
苦
し
み
が
感
じ
ら
れ
る
鳴
き
声
や
血
が
つ
い
て
い
る
か
の
よ
う
な
口
ば
し
を
踏
ま
え
、
声
を

ひ
そ
め
て
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。

（
植
田
彩
郁
）

市
郭
公

１０１
さ
は
き
た
つ
市
を
や
を
の
か
忍
ひ
音
の
か
く
れ
家
に
鳴
山
ほ
と
ゝ
き
す

高
士
伝
曰
、
毛
公
薛
公
遭
二

戦
―

国
ノ

之
乱
ニ一

。
二
人
倶
ニ

以
二

処
士
一

、
隠
二

於
邯
―

鄲
ノ

市
一

。
毛
公
隠
為
二

博
―

徒
ト一

、
薛
公
ハ

隠
二

於
売
膠
一

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
三
五
番
。
古
今
事
文
類
聚
、
続
集
、
巻
三
、
関
市
、
隠
於
市
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
を
の
か
│
お
の
が
」。『
古
今
事
文
類
聚
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

市
の
郭
公

山
ほ
と
と
ぎ
す
は
（
毛
公
と
薛
公
の
よ
う
に
）
騒
が
し
い
市
場
を
、
自
分
の
人
目
を
忍
ぶ
隠
れ
家
に
し
て
、
声
を
ひ
そ
め
て
鳴
い
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

高
士
伝
に
よ
る
と
、
毛
公
と
薛
公
は
戦
国
の
乱
世
に
遭
遇
し
た
。
ふ
た
り
は
と
も
に
教
養
が
あ
り
な
が
ら
官
に
仕
え
な
い
者
で
あ

り
、
趙
の
首
都
で
あ
る
邯
鄲
の
市
の
中
に
身
を
隠
し
て
い
た
。
毛
公
は
博
徒
の
中
に
隠
れ
、
薛
公
は
膠
売
り
の
中
に
隠
れ
て
い
た

― １６３ ―
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云
云
。

﹇
考
察
﹈
右
の
漢
文
は
『
高
士
伝
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
『
史
記
』
巻
七
七
魏
公
子
列
伝
の
な
か
で
、
魏
の
信
陵
君
と
い
う
人

物
が
大
変
明
敏
で
慈
悲
深
く
、
徳
の
高
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
す
逸
話
の
ひ
と
つ
に
、
市
の
中
に
隠
れ
て
い
た
毛
公
や
薛
公
な
ど

の
在
野
の
賢
人
た
ち
に
信
陵
君
が
自
ら
会
い
に
行
き
、
身
分
を
問
わ
ず
交
際
を
持
っ
た
と
あ
る
。
当
歌
は
市
の
中
に
身
を
隠
す
賢
者

に
、
ひ
っ
そ
り
と
初
音
を
告
げ
る
ほ
と
と
ぎ
す
を
重
ね
た
も
の
。「
忍
び
音
」
の
意
味
は
、
人
知
れ
ず
声
を
お
さ
え
て
泣
く
こ
と
、
ま

た
、
ほ
と
と
ぎ
す
が
ま
だ
声
を
ひ
そ
め
る
よ
う
に
し
て
鳴
く
初
音
の
こ
と
。

﹇
参
考
﹈
右
の
漢
文
と
本
文
が
完
全
に
一
致
す
る
の
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
『
古
今
事
文
類
聚
』
だ
け
な
の
で
、
底
本
が
寛
文
六
年

（
一
六
六
六
）
刊
行
の
訓
点
付
和
刻
本
で
あ
る
『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』
を
出
典
に
挙
げ
た
。

（
吉
岡
真
由
美
）

郭
公
声
老

１０２
ほ
と
ゝ
き
す
か
へ
る
山
路
の
い
ま
は
と
や
声
も
老
木
の
雲
う
つ
む
空

三
躰
詩
。
香
―

山
―

館
ニ

聴
二

子
規
一

詩
。
雲
埋
二

老
―

樹
ヲ一

空
―

山
ノ

裏
、
彷
彿
千
―

声
一
―

度
飛
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
三
七
番
。
三
躰
詩
（
国
訳
漢
文
大
成
）、
竇
常
、
香
山
館
聴
子
規
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
老
木
│
老
樹
」。『
三
躰
詩
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

郭
公
の
声
、
老
い
る

ほ
と
と
ぎ
す
が
帰
っ
て
い
く
山
道
に
、「
今
は
（
も
う
こ
れ
で
お
別
れ
だ
）」
と
鳴
く
声
も
老
い
て
、
老
木
が
雲
に
埋
も
れ
た
空
に
響
く

な
あ
。 『

三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部

― １６４ ―



三
躰
詩
。
香
山
館
で
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
を
聴
く
詩
。
う
っ
そ
う
と
茂
る
古
木
が
雲
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
人
気
の
な
い
山
に
こ
だ
ま

し
て
、
さ
な
が
ら
、
数
知
れ
ぬ
鳴
き
声
が
一
時
に
飛
び
た
つ
か
の
よ
う
だ
。

﹇
考
察
﹈
ほ
と
と
ぎ
す
は
蜀
魂
の
故
事
を
踏
ま
え
て
、
死
出
の
山
か
ら
来
て
な
く
鳥
と
も
称
さ
れ
た
。
当
歌
の
「
声
も
老
木
」
に
「
声
も

老
い
」
と
「
老
い
木
」
を
掛
け
る
。

（
吉
岡
真
由
美
）

暁
月
郭
公

柏
１０３
雲
に
あ
ふ
暁
月
の
ほ
と
ゝ
き
す
あ
ら
ぬ
光
を
そ
ふ
る
声
か
な

古
今
序
の
詞
。
春
の
部
に
見
え
た
り
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
四
七
三
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
暁
月
郭
公
│
暁
月
聞
郭
公
」「
そ
ふ
る
声
か
な
│
わ
ぶ
る
声
か
な
」。

﹇
訳
﹈

暁
月
の
郭
公

夜
明
け
前
の
月
は
雲
に
覆
わ
れ
た
が
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
鳴
き
声
は
（
雲
に
覆
わ
れ
て
）
あ
る
は
ず
も
な
い
月
の
光
を
添
え
て
く
れ
る
な

あ
。

古
今
集
の
仮
名
序
の
詞
。
春
の
部
に
す
で
に
見
え
る
。（
５７
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
古
今
集
序
は
喜
撰
の
歌
風
の
曖
昧
さ
を
、
い
つ
の
間
に
か
暁
の
雲
に
覆
わ
れ
た
秋
の
月
に
例
え
た
一
節
で
あ
る
。

﹇
参
考
﹈
当
歌
は
結
句
の
本
文
に
異
同
が
あ
る
。「
わ
ぶ
る
声
か
な
」
の
場
合
、
現
代
語
訳
は
、「
夜
明
け
前
の
月
が
雲
に
覆
わ
れ
、
月
の

光
も
消
え
て
し
ま
い
、
心
細
く
思
っ
て
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
だ
な
あ
。」
と
な
る
。

（
吉
岡
真
由
美
）

― １６５ ―
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五
月
雨

１０４
は
れ
ま
な
き
心
の
中
の
八
重
葎
軒
を
あ
ら
そ
ふ
さ
み
た
れ
の
頃

蓬
生
の
巻
。
浅
茅
は
庭
の
面
も
見
え
す
茂
り
、
蓬
は
軒
を
あ
ら
そ
ひ
て
、
お
ひ
の
ほ
る
。
葎
は
、
西
ひ
ん
か
し
の
み
か
と
を
、
と

ち
こ
め
た
る
は
、
た
の
も
し
け
れ
と
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
五
〇
七
番
。
源
氏
物
語
、
蓬
生
、
三
二
九
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
承
応
』「
茂
り
│
し
げ
き
」「
と
ち
こ
め
た
る
は
│
と
ち
こ
め
た
る
ぞ
」。『
湖
月
抄
』「
と
ち
こ
め
た

る
は
│
と
ち
こ
め
た
る
ぞ
」。

﹇
訳
﹈

五
月
雨

晴
れ
間
の
な
い
心
の
中
は
、
八
重
葎
が
軒
と
争
う
ま
で
高
く
生
え
あ
が
る
五
月
雨
の
頃
の
よ
う
（
に
陰
鬱
）
で
あ
る
な
あ
。

蓬
生
の
巻
。
浅
茅
は
庭
の
面
も
見
え
ぬ
く
ら
い
に
生
い
茂
り
、
繁
茂
す
る
蓬
は
軒
と
争
う
ま
で
高
く
生
え
あ
が
る
。
葎
が
西
と
東

の
御
門
を
閉
じ
込
め
て
い
る
の
は
、
心
丈
夫
で
あ
る
け
れ
ど
も
云
々
。

﹇
考
察
﹈
蓬
生
の
巻
は
、
末
摘
花
の
邸
宅
の
荒
廃
ぶ
り
を
述
べ
た
場
面
。
伸
び
放
題
の
葎
が
門
を
閉
ざ
す
こ
と
は
、
和
歌
に
も
よ
く
詠
ま

れ
る
。
当
歌
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、
心
が
晴
れ
ず
泣
き
暮
ら
し
て
い
る
さ
ま
を
、
梅
雨
が
降
り
続
き
晴
れ
る
間
が
な
く
、
生
い
茂
る
葎
で

閉
ざ
さ
れ
た
状
況
に
例
え
た
も
の
。

（
大
八
木
宏
枝
）

砌
橘

１０５
ほ
と
ゝ
き
す
を
の
か
と
こ
よ
の
木
末
そ
と
う
へ
し
は
し
る
や
庭
の
橘

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部

― １６６ ―



ト
キ
シ
ク
ノ
カ
ク
ノ
ミ
ヲ

日
本
紀
、
垂
仁
天
皇
。
九
十
年
春
二
月
庚
子
朔
、
天
皇
命
二

田
道
ノ

間
守
一

遣
二

常
世
国
一

、
令
レ

求
二

非
時
香
菓
一

。
今
謂
橘
是
也
。
九

十
九
年
秋
七
月
戊
午
朔
、
天
皇
崩
二

於
纒
向
宮
一

。
時
年
百
四
十
歳
。
冬
十
二
月
癸
卯
朔
壬
子
、
葬
二

於
菅
原
ノ

伏
見
陵
一

。
明
年
春

モ
チ
マ
テ
モ

三
月
辛
未
朔
壬
午
、
田
道
間
守
至
レ

自
二

常
世
国
一

。
則
賚
物
也
、
非
時
香
菓
八
竿
八
縵
焉
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
四
五
番
。
日
本
書
紀
、
巻
第
六
、
垂
仁
天
皇
、
三
三
四
頁
。

ト
キ
シ
ク
ノ
カ
ク
ノ
ミ
ヲ

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
日
本
書
紀
』「
非
時
香
菓
│
非
時
香
菓
香
菓
、
此
云
二

箇
倶
能
未
一

。
」「
賚
│
齎
」。

﹇
訳
﹈

軒
下
の
橘

ほ
と
と
ぎ
す
は
、
庭
に
植
え
た
木
の
梢
を
自
分
の
寝
床
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
常
世
の
国
か
ら
伝
わ
っ
た
橘
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。

つ
い
た
ち

日
本
書
紀
、
垂
仁
天
皇
。
九
十
年
春
二
月
の
庚
子
朔
（
一
日
）
に
、
天
皇
は
田
道
間
守
に
命
じ
ら
れ
、
常
世
国
に
派
遣
し
て
、
非

時
香
菓
を
求
め
さ
せ
ら
れ
た
。
今
、
橘
と
い
う
の
は
こ
れ
で
あ
る
。
九
十
九
年
秋
七
月
の
戊
午
朔
（
一
日
）
に
、
天
皇
は
纒
向
宮

で
崩
御
さ
れ
た
。
時
に
御
年
、
百
四
十
で
あ
っ
た
。
冬
十
二
月
の
癸
卯
朔
の
壬
子
（
十
日
）
に
、
菅
原
伏
見
陵
に
葬
り
ま
つ
っ

た
。
翌
年
春
三
月
の
辛
未
朔
の
壬
午
（
十
二
日
）
に
、
田
道
間
守
は
常
世
国
か
ら
帰
っ
て
来
た
。
そ
の
時
、
持
ち
帰
っ
て
来
た
物

は
、
八
竿
八
縵
の
非
時
香
菓
で
あ
っ
た
。

﹇
考
察
﹈
田
道
間
守
が
常
世
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
「
非
時
香
菓
」
は
橘
の
実
で
あ
り
、「
八
竿
八
縵
」
の
「
竿
」
は
串
刺
し
に
し
た
物
の
助

数
詞
、「
縵
」
は
葉
の
つ
い
た
ま
ま
の
物
の
助
数
詞
。
和
歌
の
世
界
で
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
は
橘
に
宿
る
と
さ
れ
た
。「
を
の
が
と
こ
よ
」

お
の

に
「
己
が
床
」
と
「
常
世
」
を
掛
け
る
。「
賚
物
」
に
「
モ
チ
マ
テ
モ
」
と
い
う
訓
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
意
味
不
明
。『
日
本
書

紀
』
の
あ
る
伝
本
（
寛
永
九
年
版
な
ど
）
に
は
、「
モ
チ
マ
テ
イ
タ
ル
モ
ノ
」
と
あ
り
、
そ
れ
が
一
部
欠
落
し
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

― １６７ ―
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（
大
八
木
宏
枝
）

早
苗

１０６
う
へ
わ
た
す
鳥
羽
田
の
さ
な
へ
は
る
か
成
み
と
り
や
洞
の
名
を
残
す
ら
ん

碧
洞
の
二
字
、
か
ら
の
ふ
み
に
は
、
い
ま
た
か
う
か
へ
侍
ら
す
。

ラ

本
朝
文
粋
、
巻
十
。
紅
櫻
花
下
作
応
ス
ル
二

太
上
法
皇
ノ

製
ニ

詩
ノ

序
。
後
江
相
公
。
臣
等
少
シ
テ

忽
ニ

出
二

紅
―

塵
ノ

之
境
ヲ一

、
得
タ
リ
レ

入
ル
コ
ト
ヲ

二

碧
―

洞
ノ

之
中
ニ一

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
五
五
番
。
本
朝
文
粋
、
巻
一
〇
、
二
九
三
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
本
朝
文
粋
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

早
苗

鳥
羽
の
田
ん
ぼ
一
面
に
植
え
ら
れ
た
早
苗
が
、
遠
く
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
緑
は
、
碧
洞
の
名
声
を
後
世
に
留
め
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。「

碧
洞
」
の
二
文
字
は
、
漢
籍
で
は
ま
だ
調
べ
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

本
朝
文
粋
、
巻
十
。
紅
桜
花
の
下
で
太
上
法
皇
の
製
に
応
じ
て
作
る
詩
の
序
。
大
江
朝
綱
。
私
た
ち
は
し
ば
ら
く
し
て
、
そ
の
ま

ま
俗
世
の
煩
わ
し
さ
か
ら
脱
し
て
、
超
俗
的
な
世
界
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈「
紅
塵
」
の
意
味
は
「
浮
世
の
ち
り
。
俗
世
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
。
俗
塵
。」、「
碧
洞
」
は
そ
れ
と
対
比
さ
せ
て
超
俗
的
な
世
界
と

し
て
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。「
か
う
が
へ
（
考
へ
）」
は
、
物
事
を
引
き
比
べ
て
調
べ
る
こ
と
。
当
歌
は
漢
詩
を
踏
ま
え
て
、
一
面

に
広
が
る
早
苗
の
緑
の
美
し
さ
を
碧
洞
に
例
え
、
か
つ
て
の
碧
洞
の
名
声
は
鳥
羽
田
に
偲
ば
れ
る
と
詠
ん
だ
も
の
。「
鳥
羽
田
」
は
歌

枕
で
、
京
都
市
南
部
の
鳥
羽
の
田
ん
ぼ
。
鳥
羽
に
は
鳥
羽
上
皇
の
離
宮
が
あ
っ
た
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
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夏
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（
風
岡
む
つ
み
）

池
蓮

柏
１０７
水
ち
か
く
う
つ
め
は
ま
さ
る
一
く
さ
の
匂
ひ
も
こ
れ
か
池
の
は
ち
す
は

梅
か
枝
の
巻
。
右
近
の
陣
の
み
か
は
水
の
辺
に
な
す
ら
へ
て
、
西
の
わ
た
と
の
ゝ
し
た
よ
り
出
る
み
き
は
ち
か
ふ
う
つ
ま
せ
た
ま

へ
る
を
、
惟
光
の
宰
相
の
子
の
兵
衛
尉
、
ほ
り
て
ま
い
れ
り
云
々
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
五
八
〇
番
。
雪
玉
集
、
四
五
一
六
番
。
源
氏
物
語
、
梅
枝
巻
、
四
○
八
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。『
承
応
』「
う
つ
ま
せ
た
ま
へ
る
を
│
う
つ
ま
せ
た
ま
へ
る
に
」。

﹇
訳
﹈

池
の
蓮

水
の
近
く
に
埋
め
た
の
で
深
ま
っ
て
い
る
一
種
の
薫
物
の
匂
い
も
、
こ
れ
な
の
か
と
思
う
、
池
の
蓮
の
花
（
の
香
り
）
だ
な
あ
。

梅
枝
巻
。
右
近
衛
の
陣
の
御
溝
水
の
近
く
に
埋
め
て
置
く
例
に
な
ら
っ
て
、
西
の
渡
殿
の
下
か
ら
流
れ
て
い
る
遣
水
の
汀
近
く
に

埋
め
さ
せ
て
お
お
き
に
な
っ
た
の
を
、
惟
光
の
宰
相
の
子
の
兵
衛
尉
が
掘
り
出
し
て
持
っ
て
参
っ
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
六
条
院
で
行
わ
れ
た
薫
物
合
せ
の
場
面
で
、
遣
水
の
水
際
に
埋
め
て
お
い
た
薫
物
を
光
源
氏
が
取
り
出
さ
せ
た

む
く
さ

か
え
ふ

箇
所
で
あ
る
。
薫
物
は
湿
気
の
あ
る
土
の
中
に
埋
め
て
お
く
と
、
匂
い
が
深
ま
る
。
六
種
の
薫
物
の
一
つ
に
「
荷
葉
」（
蓮
の
葉
と
い

う
意
）
が
あ
り
、
蓮
の
花
の
香
に
似
せ
て
い
る
。
当
歌
は
そ
の
蓮
葉
と
、
池
に
浮
か
ぶ
蓮
の
花
の
匂
い
を
対
比
さ
せ
て
詠
ん
だ
も
の
。

（
風
岡
む
つ
み
）

閑
庭
瞿
麦

１０８
お
し
む
へ
き
と
な
り
も
し
ら
ぬ
庭
の
面
や
ひ
と
り
の
た
め
の
床
夏
の
花

― １６９ ―
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古
今
集
云
、
隣
よ
り
と
こ
夏
の
花
を
こ
ひ
に
お
こ
せ
た
り
け
れ
は
、
お
し
み
て
此
歌
を
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る
。
躬
恒
。
塵
を
た

に
す
へ
し
と
そ
│
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
九
九
九
番
。
古
今
集
、
巻
第
三
、
夏
歌
、
一
六
七
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
古
今
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

閑
静
な
庭
の
な
で
し
こ

花
を
や
る
こ
と
を
惜
し
む
に
違
い
な
い
隣
人
も
知
ら
な
い
、
庭
の
面
に
咲
く
、
私
一
人
の
た
め
の
常
夏
の
花
で
あ
る
な
あ
。

古
今
集
に
よ
る
と
、
隣
の
家
か
ら
常
夏
の
花
を
所
望
す
る
由
を
申
し
入
れ
て
き
た
時
、
花
を
や
る
の
が
惜
し
か
っ
た
の
で
、
代
わ

り
に
詠
ん
で
贈
っ
た
歌
。
凡
河
内
躬
恒
、
こ
の
花
に
は
塵
一
つ
積
も
ら
せ
ま
い
と
│
。

な
で
し
こ

﹇
考
察
﹈
凡
河
内
躬
恒
の
和
歌
は
、「
塵
を
だ
に
す
ゑ
じ
と
ぞ
思
ふ
咲
き
し
よ
り
妹
と
わ
が
寝
る
と
こ
夏
の
花
」。「
瞿
麦
」
と
「
常
夏
」
は

同
じ
花
。

（
風
岡
む
つ
み
）

蛍

１０９
と
ふ
ほ
た
る
あ
つ
め
も
を
か
は
は
か
な
く
や
火
を
と
る
虫
の
尋
ね
よ
ら
ま
し

晋
書
。
車
胤
、
字
武
子
、
南
―

平
ノ

人
、
恭
―

勤
ニ
シ
テ

不
レ

倦
、
博
―

覧
多
―

通
。
家
―

貧
ク

不
二

常
ニ

得
レ

油
ヲ

。
夏
―

月
ニ
ハ

則
練
―

嚢
ニ

盛
二

数
―

十
ノ

蛍
火
ヲ一

以
照
レ

書
ヲ

、
以
夜
ヲ

継
レ

日
ニ

。

陳
去
非
詩
。
陽
―

光
不
二

照
―

臨
一

、
積
―

陰
生
ス二

此
類
ヲ一

。
非
レ

無
ニ
ハ
二

惜
ムレ

死
ヲ

心
一

、
素
有
二

賊
レ

明
ヲ

意
一

。
粉
ハ

穿
テ二

紅
―

焔
フ一

焦
レ

、
翅
ハ

撲
ツ
テ
二

蘭
―

膏
ヲ一

沸
ク

。
為
レ

汝
一
傷
嗟
、
自
ラ

棄
テ

非
二

天
ノ

棄
ル
ニ
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
三
八
〇
番
。
晋
書
、
列
伝
第
五
三
、
車
胤
。
陳
去
非
、
火
蛾
、
古
今
事
文
類
聚
、
続
集
、
巻
一
八
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
晋
書
』「
南
平
人
│
南
平
人
也
。
曾
祖
浚
、
吳
會
稽
太
守
。
父
育
、
郡
主
簿
。
太
守
王
胡
之
名
知

人
、
見
胤
於
童
幼
之
中
、
謂
胤
父
曰
、『
此
児
当
大
興
卿
門
、
可
使
専
学
』。
胤
」。『
古
今
事
文
類
聚
』「
汝
│
爾
」。

﹇
訳
﹈

蛍

飛
ん
で
い
る
蛍
も
集
め
て
置
い
て
し
ま
え
ば
、
つ
か
の
間
の
命
で
あ
る
な
あ
。（
蛍
の
光
を
灯
火
と
間
違
え
て
）
火
に
飛
び
こ
む
虫

（
蛾
）
が
集
ま
り
近
寄
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

晋
書
。
車
胤
は
、
字
は
武
子
で
南
平
の
人
で
あ
る
。
礼
儀
正
し
く
慎
み
深
い
性
格
で
、
学
問
に
飽
き
る
こ
と
な
く
、
広
く
書
物
を

読
み
物
事
に
精
通
し
て
い
た
。
家
が
貧
し
か
っ
た
た
め
に
い
つ
も
油
を
買
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
夏
に
は
絹
の
袋
に
数
十
匹

の
蛍
を
盛
り
、
夜
遅
く
ま
で
そ
の
光
に
よ
っ
て
書
を
照
ら
し
、
夜
も
す
が
ら
勉
強
し
た
。

陳
去
非
の
詩
。
太
陽
の
光
に
よ
っ
て
照
ら
さ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
陰
の
気
が
積
も
り
積
も
っ
て
こ
の
虫
が
生
ま
れ
る
。
死
を
惜
し

む
心
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
も
と
よ
り
火
の
中
に
飛
び
込
む
本
性
を
も
っ
て
い
る
の
だ
。
粉
は
赤
い
炎
に
よ
っ
て
焦
が
れ
、

羽
は
灯
の
油
に
よ
っ
て
焼
か
れ
る
。
私
も
お
ま
え
の
た
め
に
（
お
ま
え
の
こ
と
を
）
ひ
た
す
ら
悲
し
く
思
う
が
、（
粉
を
焦
が
し

た
り
、
羽
を
焼
い
た
り
す
る
の
は
）
自
ら
棄
て
た
の
で
あ
っ
て
（
自
分
の
せ
い
で
あ
っ
て
）、
天
が
見
棄
て
た
わ
け
で
は
な
い
の

だ
よ
。

﹇
考
察
﹈『
晋
書
』
の
引
用
部
は
、
貧
し
い
た
め
に
灯
火
用
の
油
が
買
え
ず
蛍
を
集
め
て
そ
の
光
で
書
を
読
ん
だ
晋
の
車
胤
と
、
雪
の
明
り

で
書
を
読
ん
だ
と
い
う
孫
康
の
故
事
を
も
と
に
し
た
「
蛍
雪
の
功
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。

﹇
参
考
﹈
陳
与
義
（
字
は
去
非
）
は
南
宋
の
詩
人
、
元
版
の
『
簡
斎
詩
集
』
三
〇
巻
が
現
存
す
る
が
、
出
典
と
さ
れ
る
漢
詩
は
収
め
ら
れ

て
い
な
い
。
そ
の
詩
は
宋
の
祝
穆
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
元
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
古
今
事
文
類
聚
』
続
集
の
巻
一
八
に
あ
る
。
一
方
、
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同
じ
詩
が
『
全
唐
詩
』
巻
六
八
一
に
韓
�
の
作
と
収
録
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
祝
穆
が
作
者
を
間
違
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
火
を
取
る
虫
」
ま
た
は
「
火
取
り
虫
」
は
「
火
蛾
」
と
同
義
。
和
歌
の
用
例
は
き
わ
め
て
少
な
い
。「
身
を
す
つ
る
ひ
と
り
む
し
こ

そ
あ
は
れ
な
れ
な
ど
後
の
世
を
か
く
は
お
も
は
ぬ
」（
拾
玉
集
、
夏
、
六
二
五
番
）、「
し
ら
ず
我
火
を
と
る
虫
の
生
ま
れ
き
て
か
か
る

思
ひ
に
胸
こ
が
す
ら
ん
」（
松
下
集
、
寄
虫
恋
、
二
三
七
三
番
）。

（
城
阪
早
紀
）

河
蛍

１１０
行
水
も
涼
し
き
影
を
と
め
き
て
や
蛍
と
ひ
か
ふ
中
川
の
宿

帚
木
巻
云
、「
中
川
の
わ
た
り
な
る
家
な
ん
、
こ
の
頃
、
水
せ
き
入
て
、
涼
し
き
か
け
に
侍
る
」
と
き
こ
ゆ
。
中
略
。
か
せ
涼
し

く
て
、
そ
こ
は
か
と
な
き
虫
の
声
�
�
き
こ
え
、
蛍
し
け
く
飛
ま
か
ひ
て
、
お
か
し
き
程
也
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
七
六
七
番
。
源
氏
物
語
、
帚
木
巻
、
九
二
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

河
の
蛍

流
れ
て
行
く
水
も
、
涼
し
い
影
を
尋
ね
求
め
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
蛍
が
飛
び
交
う
中
川
の
宿
に
。

帚
木
巻
に
よ
る
と
、「
中
川
の
あ
た
り
の
家
が
、
近
ご
ろ
水
を
堰
き
入
れ
て
、
涼
し
い
木
陰
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
申
し
上
げ

る
。
中
略
。
風
が
涼
し
く
て
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
い
虫
の
声
が
聞
こ
え
、
蛍
も
し
き
り
に
乱
れ
飛
ん
で
、
な
か
な
か
し
ゃ
れ
た
風

情
で
あ
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
光
源
氏
が
方
違
え
所
と
し
て
中
川
（
京
極
川
）
の
わ
た
り
に
あ
る
紀
伊
守
邸
へ
赴
む
い
た
場
面
。（

城
阪
早
紀
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
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夏
部

― １７２ ―



野
亭
蛍
火

１１１
身
を
し
る
も
は
か
な
き
野
へ
の
草
の
庵
に
と
ふ
や
蛍
の
石
の
火
の
影

朗
詠
集
。
白
居
易
。
石
―

火
ノ

光
ノ―

中
ニ

寄
ス二

此
―

身
ヲ一

。

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
夏
、
野
亭
蛍
火
。
和
漢
朗
詠
集
、
下
、
無
常
、
七
九
一
番
。

﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』「
蛍
の
│
蛍
も
」。『
和
漢
朗
詠
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

野
中
の
小
家
の
蛍

自
分
の
身
を
は
か
な
い
も
の
だ
と
知
り
な
が
ら
も
、
野
原
の
心
細
い
草
庵
に
飛
ぶ
蛍
は
、
火
打
ち
石
の
火
花
の
よ
う
だ
な
あ
。

和
漢
朗
詠
集
。
白
居
易
。
人
生
は
石
を
打
ち
合
わ
せ
て
出
る
よ
う
な
短
い
一
瞬
の
時
間
に
生
き
て
い
る
も
の
だ
。

﹇
考
察
﹈『
和
漢
朗
詠
集
』
の
引
用
部
は
「
蝸
牛
角
上
争
何
事
（
か
た
つ
む
り
の
角
の
上
の
よ
う
な
狭
く
小
さ
な
所
で
、
い
っ
た
い
何
を
あ

く
せ
く
と
争
う
の
で
あ
ろ
う
。）」
に
続
く
一
節
。
当
歌
は
蛍
火
を
、
火
打
石
の
火
花
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。「
は
か
な
き
」
は
「
身

を
知
る
も
」
と
「
野
辺
の
草
の
庵
」
に
掛
か
る
。

﹇
参
考
﹈「
身
を
し
る
」
を
詠
み
こ
ん
だ
歌
と
し
て
は
、「
数
々
に
思
ひ
思
は
ず
問
ひ
が
た
み
身
を
し
る
雨
は
降
り
ぞ
ま
さ
れ
る
」『
伊
勢
物

語
』
一
〇
七
段
が
あ
る
。

（
城
阪
早
紀
）

蛍
似
玉

１１２
小
車
の
行
か
た
て
ら
せ
む
は
玉
の
よ
る
の
光
も
蛍
に
そ
見
る

十
八
史
略
曰
、
威
―

王
与
二

魏
ノ

恵
王
一

会
ス二

田
于
郊
ニ一

。
恵
王
ノ

曰
、「
斉
有
レ

宝
乎
」。
王
曰
、「
無
シレ

有
ル
コ
ト

」。
恵
王
ノ

曰
、「
寡
―

人
カ

国

― １７３ ―
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雖
レ

小
猶
ヲ

有
下

径
リ

寸
之
珠
照
二

車
ノ

前
―

後
各
十
二
乗
ヲ一

者
十
―

枚
上

」
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
四
八
四
番
。
十
八
史
略
、
巻
一
、
春
秋
戦
国
、
斉
、
九
四
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
む
は
玉
│
う
ば
玉
」。『
十
八
史
略
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

蛍
、
玉
に
似
る

珠
よ
、
小
車
の
行
方
を
照
ら
し
な
さ
い
。
闇
夜
に
輝
く
珠
の
光
は
、
ま
さ
に
蛍
の
光
の
よ
う
に
見
え
る
。

十
八
史
略
に
よ
る
と
、
斉
の
威
王
は
、
あ
る
時
、
魏
の
恵
王
と
城
外
の
地
で
会
合
し
て
狩
を
し
た
。
そ
の
時
、
恵
王
が
威
王
に
向

か
っ
て
、「
貴
国
に
は
何
か
宝
が
あ
り
ま
す
か
」
と
言
っ
た
。
威
王
は
、「
何
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
。
す
る
と
恵
王
は
、

「
拙
者
の
国
は
小
さ
な
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
直
径
一
寸
ば
か
り
の
珠
で
、
車
の
前
後
そ
れ
ぞ
れ
十
二
台
ず
つ
、
合
わ

せ
て
二
十
四
台
の
距
離
を
照
ら
す
も
の
が
十
個
あ
り
ま
す
」
と
言
っ
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈「
む
ば
玉
」
は
「
夜
」
に
掛
か
る
枕
詞
だ
が
、
当
歌
で
は
「
玉
」（
宝
玉
）
と
い
う
意
味
も
含
む
。

﹇
参
考
﹈
夜
光
を
発
す
る
珠
は
、
大
伴
旅
人
の
「
酒
を
讃
む
る
歌
」
に
「
夜
光
る
玉
」（
万
葉
集
、
巻
三
、
三
四
六
番
）
と
あ
り
、『
源
氏

物
語
』
で
は
明
石
の
姫
君
（
松
風
の
巻
、
四
〇
三
頁
）、『
夜
の
寝
覚
』
で
は
石
山
の
姫
君
（
巻
二
、
一
五
五
頁
）
の
容
貌
を
「
夜
光
り

け
む
玉
」
に
例
え
る
。

（
松
井
佑
生
）

夏
歌
中

１１３
秋
を
ま
た
て
下
葉
色
つ
く
木
か
く
れ
に
露
を
か
な
し
む
蝉
や
鳴
ら
ん

古
今
序
。
か
く
て
そ
、
花
を
め
て
、
鳥
を
う
ら
や
み
、
霞
を
あ
は
れ
み
、
露
を
か
な
し
む
心
、
詞
お
ほ
く
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部
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﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
一
九
六
番
。
古
今
集
、
仮
名
序
、
一
八
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
古
今
集
』「
あ
は
れ
み
│
あ
は
れ
ひ
」「
か
な
し
む
│
か
な
し
ふ
」。

﹇
訳
﹈

夏
歌
の
中

秋
を
待
た
ず
に
下
葉
が
色
づ
く
木
の
陰
に
は
、
露
に
（
命
の
は
か
な
さ
を
思
っ
て
）
な
げ
く
蝉
が
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

古
今
集
仮
名
序
。
以
来
、
花
を
ほ
め
、
鳥
を
慕
い
、
霞
に
感
じ
、
露
に
ひ
か
れ
る
心
は
多
感
と
な
り
、
歌
は
多
く
（
な
っ
た
）。

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
「
露
を
か
な
し
む
蝉
」
は
、『
古
今
集
』
仮
名
序
の
「
露
を
か
な
し
む
心
」
を
踏
ま
え
て
、
露
に
ひ
か
れ
る
心
が
蝉
に
も

あ
る
と
詠
む
一
方
、
色
づ
き
は
じ
め
た
葉
に
夏
の
終
わ
り
を
予
感
し
た
蝉
が
、
残
さ
れ
た
命
の
短
さ
を
露
の
は
か
な
さ
に
重
ね
合
わ
せ

て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

﹇
参
考
﹈「
木
が
く
れ
」「
露
」「
蝉
」
を
詠
み
合
わ
せ
た
例
と
し
て
は
、「
空
蝉
の
羽
に
お
く
露
の
木
が
く
れ
て
し
の
び
し
の
び
に
ぬ
る
る

袖
か
な
」（
源
氏
物
語
、
空
蝉
の
巻
、
一
三
一
頁
）
が
あ
る
。

（
松
井
佑
生
）

蝉

１１４
蛩
な
く
夕
か
け
の
秋
か
せ
も
心
に
う
か
ふ
せ
み
の
声
か
な

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
七
七
一
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
う
か
ふ
│
か
よ
ふ
」。

﹇
訳
﹈

蝉

き
り
ぎ
り
す
が
鳴
く
夕
暮
れ
の
秋
風
の
風
情
も
、
心
に
思
い
お
こ
さ
れ
る
蝉
の
声
で
あ
る
な
あ
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
１１５
番
歌
の
漢
詩
を
踏
ま
え
、
夏
に
鳴
く
蝉
の
声
を
聞
い
て
、
秋
に
き
り
ぎ
り
す
が
鳴
く
秋
の
風
情
を
思
い
浮
か
べ
て
い

― １７５ ―
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る
。

﹇
参
考
﹈「
き
り
ぎ
り
す
（
蛩
）」
は
「
こ
お
ろ
ぎ
（
蟋
蟀
）」
の
古
名
。
当
歌
の
第
一
・
二
句
は
、「
我
の
み
や
あ
は
れ
と
お
も
は
む
き
り

ぎ
り
す
な
く
ゆ
ふ
か
げ
の
や
ま
と
な
で
し
こ
」（
古
今
集
、
巻
四
、
秋
上
、
二
四
四
番
、
素
性
法
師
）
に
よ
る
。
実
隆
も
、「
き
り
ぎ
り

す
な
く
夕
か
げ
の
花
の
う
へ
も
心
に
か
へ
る
庭
の
し
ら
雪
」（
雪
玉
集
、
一
七
二
三
番
）
と
本
歌
取
り
し
て
い
る
。

（
牛
窓
愛
子
）

樹
陰
蝉

１１５
ひ
き
う
へ
し
松
も
木
高
し
年
�
�
の
蝉
の
お
も
ひ
は
身
に
も
し
ら
南

白
氏
文
集
。
相
―

思
夕
上
ツ
テ
二

松
台
ニ一

立
、
蛬
ノ

思
蝉
ノ―

声
満
ルレ

耳
ニ

秋
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
一
七
〇
番
。
白
氏
文
集
、
巻
一
三
、
題
李
十
一
東
亭
、
九
八
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
白
氏
文
集
』「
蛬
│
蛩
」。

﹇
訳
﹈

木
陰
の
蝉

（
小
松
を
）
根
ご
と
引
き
抜
い
て
植
え
替
え
た
松
の
梢
も
高
く
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
多
年
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
蝉
の
思
い
を
、
松
の

木
自
身
も
知
っ
て
ほ
し
い
。

こ
お
ろ
ぎ

白
氏
文
集
。
君
を
偲
ん
で
夕
暮
れ
の
松
が
生
え
た
台
地
に
立
つ
と
、
今
や
秋
た
け
な
わ
、
蟋
蟀
や
蝉
の
悲
し
げ
な
声
が
耳
一
杯
に

聞
こ
え
て
く
る
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
樹
齢
の
長
い
松
と
寿
命
の
短
い
蝉
を
、
対
照
的
に
詠
む
。

﹇
参
考
﹈「
蛬
」
は
１１４
番
歌
の
「
蛩
」
と
同
じ
。
本
歌
は
「
ひ
き
て
う
ゑ
し
人
は
む
べ
こ
そ
老
い
に
け
れ
松
の
こ
だ
か
く
成
り
に
け
る
か

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部
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な
」（
後
撰
集
、
巻
一
五
、
雑
一
、
一
一
〇
七
・
一
一
〇
八
、
み
つ
ね
）。

（
牛
窓
愛
子
）

嶺
夕
立

１１６
あ
つ
き
日
の
あ
や
し
き
峰
と
見
し
雲
は
き
え
て
や
雨
の
夕
立
の
空

陶
潜
、
四
時
詩
。
夏
雲
多
二

奇
―

峰
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
六
五
三
番
。
円
機
活
法
、
一
之
巻
、
天
文
門
、
雲
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
円
機
活
法
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

嶺
の
夕
立

暑
い
日
に
珍
し
い
峰
の
形
の
よ
う
に
見
え
た
入
道
雲
は
、
消
え
ず
に
雨
と
な
り
、
夕
立
の
空
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

陶
淵
明
の
四
時
詩
。
夏
の
雲
は
珍
し
い
峰
の
よ
う
な
形
で
多
く
湧
く
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
「
四
時
詩
」
に
も
夏
の
風
物
詩
と
し
て
詠
ま
れ
た
入
道
雲
と
、
そ
れ
か
ら
連
想
さ
れ
る
夕
立
を
詠
み
入
れ
、
夏
の
情
景

を
表
し
た
も
の
。

﹇
参
考
﹈「
四
時
詩
」
は
現
代
で
は
陶
淵
明
の
偽
作
と
さ
れ
る
が
『
四
庫
全
書

陶
淵
明
集
』
に
は
巻
三
末
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
全
文
は

以
下
の
通
り
。「
春
水
満
四
沢
、
夏
雲
多
奇
峰
、
夜
月
揚
明
輝
、
冬
嶺
秀
孤
松
」。

（
牛
窓
愛
子
）

沙
月
忘
夏

１１７
秋
ち
か
き
ま
さ
こ
の
月
や
松
に
住
鶴
も
霜
夜
の
声
を
な
く
ら
ん

阮
籍
、
鶴
賦
曰
、
縞
―

衣
丹
―

頂
暁
―

霜
戒
ム

之
註
、
鶴
畏
レ

霜
ヲ

者
也
云
云
。
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﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
七
六
五
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

砂
に
映
る
月
影
に
、
夏
を
忘
れ
る

秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
、
真
砂
を
照
ら
す
月
よ
。
松
に
住
む
鶴
も
、（
月
光
を
浴
び
て
輝
く
白
砂
を
見
て
）
夜
に
霜
が
降
り
た
の
か

と
恐
れ
て
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

阮
籍
、
鶴
賦
に
よ
る
と
、「
白
い
羽
毛
の
丹
頂
は
明
け
方
の
霜
を
警
戒
す
る
」
の
注
、
鶴
は
霜
を
畏
れ
る
も
の
で
あ
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈
阮
籍
は
、
中
国
、
魏
・
晋
時
代
の
人
物
で
、
竹
林
の
七
賢
の
一
人
。
当
歌
は
阮
籍
の
鶴
賦
と
、
１１８
番
歌
の
白
氏
文
集
の
内
容
を

踏
ま
え
る
。

﹇
参
考
﹈
阮
籍
の
残
し
た
賦
は
、「
東
平
賦
」「
元
父
賦
」「
首
陽
山
賦
」「
清
思
賦
」「
獼
賦
」「
鳩
賦
」
の
六
つ
で
、「
鶴
賦
」
は
見
当
た
ら

し
ゃ
こ

な
い
。『
円
機
活
法
』
巻
之
二
、
天
文
門
、
霜
の
「
鷓
鴣
畏
」
の
項
目
に
は
、「
崔
豹
古
今
注
、
鷓
鴣
向
テレ

日
ニ

飛
テ

畏
ル一レ

霜
ヲ

。」
と
、
鷓
鴣

（
ミ
ソ
サ
ザ
イ
）
が
霜
を
畏
れ
る
様
子
を
記
す
。
ち
な
み
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
、
冬
、
霜
、
三
七
〇
〜
三
七
二
番
歌
に
は
、
鶴
は

露
が
降
り
る
と
警
戒
し
て
鳴
く
が
、
霜
に
な
る
と
鳴
か
な
く
な
る
、
と
詠
ま
れ
て
い
る
。

（
植
田
彩
郁
）

碧
１１８
明
や
す
き
空
に
や
夏
を
思
ひ
出
る
ま
さ
こ
の
霜
の
深
き
よ
の
月

白
居
易
。
月
照
セ
ハ
二

平
―

砂
ヲ一

夏
ノ―

夜
ノ

霜
。

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
夏
、
沙
月
忘
夏
。
白
氏
文
集
、
巻
二
〇
、
律
詩
、
江
楼
夕
望
招
レ

客
、
四
〇
八
頁
。

﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』「
出
る
│
出
ん
」「
ま
さ
こ
│
沙
」。『
白
氏
文
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
砂
に
映
る
月
影
に
、
夏
を
忘
れ
る
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈
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部
（
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す
ぐ
に
明
け
て
し
ま
う
空
に
夏
を
思
い
出
す
だ
ろ
う
か
。
真
砂
を
霜
の
よ
う
に
照
ら
す
深
き
夜
の
月
よ
。

白
居
易
。
月
に
照
ら
さ
れ
た
一
面
の
川
砂
は
、
夏
の
夜
の
霜
の
よ
う
に
白
く
光
っ
て
い
る
。

﹇
考
察
﹈白
居
易
の
詩
は
、
江
楼
か
ら
眺
め
た
夕
暮
れ
の
絶
景
に
、
客
を
招
い
て
共
に
涼
を
楽
し
も
う
と
し
た
様
を
詠
ん
だ
も
の
。「
風
吹
二

古
木
一

晴
天
雨

月
照
二

平
沙
一

夏
夜
霜
」
は
、
大
江
維
時
『
千
載
佳
句
』
上
、
夏
夜
、
藤
原
公
任
『
和
漢
朗
詠
集
』
上
、
夏
、
夏
夜
な

ど
に
収
録
さ
れ
、
日
本
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

（
植
田
彩
郁
）

夏
月

１１９
中
に
有
か
つ
ら
や
宿
り
吹
風
も
月
の
光
を
出
て
涼
し
き

酉
陽
雑
爼
云
、
月
ノ

桂
、
高
キ
コ
ト

百
―

丈
、
下
ニ

有
二

一
―

人
一

、
常
ニ

斫
レ

之
ヲ

、
樹
ノ―

創
随
テ―

合
フ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
八
五
番
。
酉
陽
雑
爼
（
四
庫
全
書
）、
巻
一
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
酉
陽
雑
爼
』「
高
百
丈
│
高
五

百
丈
」。

﹇
訳
﹈

夏
の
月

月
の
中
に
あ
る
桂
の
木
陰
に
宿
っ
て
か
ら
吹
い
て
く
る
の
で
、
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
た
風
も
涼
し
い
の
だ
ろ
う
か
。

酉
陽
雑
爼
に
よ
る
と
、
月
の
桂
の
高
さ
は
百
丈
で
、
下
に
一
人
い
て
、
常
に
こ
れ
を
伐
っ
て
お
り
、
樹
の
傷
は
そ
の
度
ご
と
に
合

わ
さ
っ
て
し
ま
う
。

﹇
考
察
﹈『
酉
陽
雑
俎
』
は
中
国
唐
代
の
子
部
の
小
説
類
の
一
つ
で
、
八
六
〇
年
頃
成
立
と
さ
れ
、
仙
仏
人
鬼
か
ら
動
植
物
に
至
る
ま
で
の

広
範
な
怪
奇
異
聞
を
、
三
六
の
部
立
に
分
け
て
随
筆
風
に
叙
述
し
た
も
の
。
当
歌
は
仙
術
を
学
ん
だ
罪
で
、
月
の
中
に
あ
る
桂
の
木
を

― １７９ ―
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切
り
続
け
て
い
る
呉
剛
と
い
う
男
の
伝
説
を
踏
ま
え
て
、
桂
の
木
に
吹
く
風
を
詠
ん
だ
も
の
。

（
植
田
彩
郁
）

夏
月
透
竹

柏
１２０
し
た
風
の
涼
し
か
る
へ
き
心
を
も
月
に
見
え
ぬ
る
庭
の
呉
竹

乙
女
巻
。
御
ま
へ
近
き
前
栽
、
く
れ
竹
、
し
た
風
涼
し
か
る
へ
く
云
々
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
五
五
七
番
。
源
氏
物
語
、
少
女
巻
、
七
九
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
庭
│
夏
」。『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

夏
の
月
、
竹
を
透
す

庭
の
呉
竹
の
下
を
涼
し
く
吹
き
通
う
風
の
情
趣
も
、
夏
の
明
る
い
月
に
は
見
え
て
し
ま
う
な
あ
。

少
女
の
巻
。
御
前
に
近
い
植
え
込
み
は
、
呉
竹
を
下
風
が
涼
し
く
吹
き
通
う
よ
う
に
植
え
て
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
光
源
氏
が
四
町
に
わ
た
る
広
大
な
六
条
院
を
完
成
さ
せ
た
場
面
。
四
町
は
四
季
を
象
徴
し
、
該
当
箇
所
は
夏

の
木
陰
の
趣
を
主
と
し
た
花
散
里
の
住
ま
い
。

（
吉
岡
真
由
美
）

遠
村
蚊
遣
火

同
１２１
た
か
里
に
山
を
も
お
へ
る
蚊
遣
火
の
け
ふ
り
の
う
へ
は
峰
の
白
雲

荘
子
。
応
帝
王
云
、
其
於
治
天
下
也
、
猶
渉
海
鑿
河
、
而
使
蚊
負
山
也
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
五
六
八
番
。
荘
子
、
応
帝
王
、
二
八
〇
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
た
か
里
に
│
こ
の
里
や
」。『
荘
子
』
ナ
シ
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部

― １８０ ―



﹇
訳
﹈

遠
村
の
蚊
遣
火

誰
の
里
で
、
山
を
背
負
っ
て
い
る
蚊
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
蚊
を
燻
す
蚊
遣
火
の
煙
の
上
に
は
、
峰
に
白
雲
が
か
か
っ
て
い
る
よ
。

荘
子
。
応
帝
王
に
よ
る
と
、
天
下
を
治
め
る
こ
と
は
、
海
を
歩
い
て
渡
っ
た
り
、
地
面
を
掘
っ
て
大
河
を
作
っ
た
り
す
る
ほ
ど

（
危
険
を
伴
う
困
難
な
こ
と
）
だ
。（
そ
れ
を
人
為
に
よ
っ
て
治
め
よ
う
と
す
る
の
は
、）
蚊
に
山
を
背
負
わ
せ
る
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。

﹇
考
察
﹈『
荘
子
』
の
「
応
帝
王
」
で
は
、
人
為
に
よ
る
天
下
平
治
の
困
難
を
述
べ
、
君
主
も
政
治
も
無
為
が
良
い
と
説
く
。（

吉
岡
真
由
美
）

夏
草

１２２
雲
か
ゝ
る
山
と
み
る
ま
て
茂
る
也
ふ
も
と
の
ち
り
の
野
へ
の
夏
草

古
今
。
高
き
山
も
梺
の
ち
り
ひ
ち
よ
り
な
り
て
、
あ
ま
雲
た
な
ひ
く
ま
て
お
ひ
の
ほ
れ
る
こ
と
く
に
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
三
七
八
番
。
古
今
集
、
一
九
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
古
今
集
』「
の
ほ
れ
る
こ
と
く
│
の
ほ
れ
る
か
こ
と
く
」。

﹇
訳
﹈

夏
草

ち
り

雲
が
か
か
る
山
に
見
え
る
ほ
ど
茂
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
山
裾
の
塵
の
野
原
の
夏
草
は
。

古
今
集
。
高
い
山
も
麓
の
塵
や
泥
土
の
集
積
か
ら
、
空
の
雲
の
た
な
び
く
高
さ
ま
で
成
長
す
る
よ
う
に
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
古
今
集
』
仮
名
序
は
、
歌
が
興
り
今
日
に
至
る
ま
で
発
展
し
た
さ
ま
を
例
え
た
一
節
。
当
歌
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
夏
に
な
り

勢
い
よ
く
生
い
茂
る
野
辺
の
草
々
の
生
命
力
を
詠
む
。

― １８１ ―
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（
吉
岡
真
由
美
）

夏
草
滋

柏
１２３
お
も
ふ
そ
よ
夏
野
の
外
も
道
し
な
き
我
を
い
さ
め
の
草
は
い
か
に
と

杜
律
。
晩
出
ツ二

左
―

腋
ヲ一

詩
曰
、
避
レ

人
焚
二

諌
草
ヲ一

、
騎
レ
ハ
レ

馬
ニ

欲
ス二

雞
―

栖
ン
ト

。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
五
三
三
番
。
杜
甫
集
註
（
和
刻
本
漢
詩
集
成
４
）、
巻
一
七
、
晩
出
左
掖
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
夏
草
滋
│
夏
草
深
」。『
杜
詩
集
註
』「
晩
出
左
腋
│
晩
出
左
掖
」。

﹇
訳
﹈

夏
草
が
茂
る

思
う
こ
と
だ
よ
。
夏
の
野
原
（
に
は
草
が
生
い
茂
り
、
道
が
見
え
な
い
が
、
そ
）
の
外
に
も
道
が
な
く
、
道
を
踏
み
外
し
た
私
を
諫
め

る
草
稿
は
ど
ん
な
に
あ
る
か
と
。

杜
甫
の
律
詩
。
晩
に
門
下
省
を
退
庁
す
る
詩
に
よ
る
と
、
人
目
を
避
け
て
草
稿
を
焚
き
、
帰
宅
の
馬
に
ま
た
が
れ
ば
、
そ
れ
は
鶏

が
ね
ぐ
ら
に
帰
ろ
う
と
す
る
時
間
だ
っ
た
。

﹇
考
察
﹈
諫
草
と
は
、
皇
帝
へ
の
諫
言
を
下
書
き
し
た
草
稿
で
、
そ
れ
を
人
目
に
触
れ
な
い
と
こ
ろ
で
焼
く
様
子
が
詩
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

当
歌
は
「
道
」
に
道
路
と
道
徳
を
掛
け
る
。

（
風
岡
む
つ
み
）

１２４
ま
し
り
な
は
麻
も
か
へ
り
て
い
か
な
ら
ん
心
の
ま
ゝ
に
茂
る
よ
も
き
に

荀
子
曰
、
蓬
生
二

麻
ノ

中
ニ一

、
不
シ
テ
レ

扶
ケ

自
―

直
シ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
六
〇
一
番
。
荀
子
、
巻
第
一
、
勧
学
篇
第
一
、
二
一
頁
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
荀
子
』「
不
扶
自
直
│
不
扶
而
直
」。

﹇
訳
﹈

（
夏
草
が
茂
る
）

思
い
の
ま
ま
に
茂
る
蓬
の
中
に
混
じ
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、（
ま
っ
す
ぐ
に
の
び
る
は
ず
の
）
麻
も
却
っ
て
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

荀
子
に
よ
る
と
、
蓬
は
（
低
く
地
面
に
広
が
る
草
で
あ
る
が
）
麻
の
茂
み
の
中
に
生
え
る
と
、
つ
っ
か
い
棒
を
立
て
な
く
て
も
、

ま
っ
す
ぐ
に
上
に
伸
び
る
。

﹇
考
察
﹈『
荀
子
』
は
学
問
を
す
る
際
に
は
、
そ
の
拠
る
と
こ
ろ
の
信
頼
性
を
ま
ず
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

だ
た
い
れ
い

﹇
参
考
﹈
前
漢
の
儒
者
、
戴
徳
編
『
大
戴
礼
』
に
は
、『
三
玉
挑
事
抄
』
と
同
じ
本
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
風
岡
む
つ
み
）

扇

１２５
た
と
へ
て
も
光
や
は
有
入
月
の
跡
に
か
ひ
な
き
あ
ふ
き
と
そ
み
る

摩
訶
止
観
文
。
月
隠
レ
ヌ
レ
ハ

二

重
―

山
ニ一

兮
挙
ケ
テ
レ

扇
ヲ

喩
フレ

之
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
二
七
六
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
巻
下
、
仏
事
、
五
八
七
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
漢
朗
詠
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

扇

（
扇
を
月
に
）
例
え
た
と
し
て
も
（
扇
に
月
の
よ
う
な
）
光
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
月
が
山
辺
に
隠
れ
た
あ
と
で
は
、
甲
斐
の
な
い
扇
と

見
る
こ
と
だ
な
あ
。

摩
訶
止
観
文
。
真
理
を
象
徴
す
る
月
が
、
重
な
り
合
っ
た
深
山
に
隠
れ
て
し
ま
う
と
、
扇
を
さ
し
上
げ
月
に
例
え
て
示
し
教
え

る
。

― １８３ ―
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﹇
考
察
﹈
摩
訶
止
観
文
は
月
を
真
理
に
、
重
山
を
煩
悩
に
た
と
え
、
身
辺
に
あ
る
も
の
を
借
り
て
深
遠
な
教
理
を
解
く
こ
と
の
大
切
さ
を

述
べ
て
い
る
。

﹇
参
考
﹈『
摩
訶
止
観
』
に
は
「
月
隠
重
山
挙
扇
類
之
」
と
あ
り
、『
和
漢
朗
詠
集
註
』
の
本
文
と
は
異
な
る
。

（
風
岡
む
つ
み
）

納
涼

１２６
か
ら
こ
ろ
も
ひ
も
と
き
さ
け
て
夕
涼
み
月
も
い
つ
み
に
む
か
ふ
涼
し
さ

と
こ
な
つ
の
巻
。
風
は
い
と
よ
く
ふ
け
と
も
、
日
の
と
か
に
、
く
も
り
な
き
空
の
、
に
し
日
に
な
る
程
、
蝉
の
声
な
と
も
、
い
と

く
る
し
け
に
き
こ
ゆ
れ
は
、「
水
の
う
へ
、
む
と
く
な
る
、
け
ふ
の
あ
つ
か
は
し
さ
か
な
。
む
ら
い
の
つ
み
は
、
ゆ
る
さ
れ
な
ん

や
」
と
て
、
よ
り
ふ
し
た
ま
へ
り
。「
い
と
か
ゝ
る
頃
は
、
あ
そ
ひ
な
と
も
す
さ
ま
し
く
、
さ
す
か
に
く
ら
し
か
た
き
こ
そ
、
く

る
し
け
れ
。
宮
つ
か
へ
す
る
わ
か
き
人
�
�
、
堪
か
た
か
ら
ん
な
。
帯
ひ
も
ゝ
、
と
か
ぬ
ほ
と
よ
。
こ
ゝ
に
て
た
に
打
み
た
れ
」

云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
八
四
一
番
。
源
氏
物
語
、
常
夏
巻
、
二
二
三
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

納
涼

（
泉
の
そ
ば
で
）
衣
の
紐
を
解
き
ほ
ど
い
て
夕
涼
み
を
す
る
と
、
月
も
（
涼
し
さ
を
求
め
て
）
泉
に
向
か
っ
て
い
く
ほ
ど
涼
し
い
な
あ
。

常
夏
巻
。
風
は
と
て
も
よ
く
吹
く
が
、
日
も
長
く
て
雲
一
つ
な
い
空
が
や
が
て
西
日
に
な
る
こ
ろ
に
は
、
蝉
の
声
な
ど
も
じ
つ
に

暑
苦
し
く
聞
こ
え
る
の
で
、（
源
氏
は
）「
水
の
そ
ば
も
い
っ
こ
う
に
役
に
立
た
な
い
、
今
日
の
暑
さ
だ
な
あ
。
不
作
法
な
格
好
に

な
っ
て
も
許
し
て
も
ら
え
る
か
な
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
物
に
寄
り
か
か
っ
て
横
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。（
源
氏
は
）「
ま
っ

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
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た
く
、
こ
う
い
う
暑
い
時
に
は
、
管
絃
の
遊
び
な
ど
も
お
も
し
ろ
く
な
い
し
、（
か
と
い
っ
て
何
も
し
な
い
の
で
は
、）
な
か
な
か

日
の
暮
れ
な
い
の
が
つ
ら
い
も
の
だ
。
宮
仕
え
を
し
て
い
る
若
い
人
た
ち
は
、
が
ま
ん
が
で
き
ま
い
ね
。（
昼
の
長
い
時
間
、）
帯

も
解
か
ず
に
い
る
の
で
は
。
せ
め
て
、
こ
こ
で
な
り
と
気
ま
ま
に
く
つ
ろ
い
で
」
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
源
氏
が
六
条
院
の
釣
殿
に
赴
い
て
涼
む
場
面
。
当
歌
の
第
一
・
二
句
「
唐
衣
紐
解
き
さ
け
て
」
は
、
宮
中
で

束
帯
を
着
な
く
て
は
な
ら
な
い
若
い
殿
上
人
に
、
帯
を
解
い
て
く
つ
ろ
ぐ
よ
う
勧
め
る
源
氏
の
言
葉
を
踏
ま
え
る
。
当
歌
の
下
の
句

は
、
月
が
動
い
て
泉
に
映
る
よ
う
に
な
る
現
象
を
、
ま
る
で
月
が
涼
し
い
泉
に
向
か
っ
て
い
く
よ
う
だ
と
擬
人
化
し
た
表
現
。

（
城
阪
早
紀
）

船
納
涼

１２７
涼
し
さ
は
こ
ゝ
そ
と
ま
り
と
舟
う
け
て
月
の
か
つ
ら
の
か
ち
枕
せ
ん

前
赤
壁
賦
。
桂
ノ―

櫂
兮
蘭
ノ―

�
、
撃
二

空
―

明
ニ一

兮
沂
ル二

流
―

光
ニ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
八
五
四
番
。
蘇
軾
、
前
赤
壁
賦
（
古
文
真
宝
後
集
、
巻
一
、
四
九
頁
）。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
前
赤
壁
賦
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

船
の
納
涼

こ
こ
が
涼
し
さ
の
た
ど
り
つ
く
港
で
あ
る
と
ば
か
り
に
船
を
浮
か
べ
て
、
月
の
光
の
中
を
桂
の
棹
で
漕
ぎ
の
ぼ
る
よ
う
な
船
旅
を
し
よ

う
。

蘇
軾
の
前
赤
壁
賦
。
香
り
高
い
桂
の
櫂
や
木
欄
の
さ
お
で
、
透
き
通
る
月
光
の
空
し
く
明
る
い
水
を
撃
ち
、
水
の
面
を
輝
き
流
れ

る
月
光
の
中
を
さ
か
の
ぼ
り
ゆ
く
。

― １８５ ―
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﹇
考
察
﹈
当
歌
の
「
月
の
桂
」
は
１１９
番
歌
、
参
照
。「
桂
の
楫
枕
」
に
「
桂
の
楫
」
と
「
楫
枕
」（
船
旅
）
を
掛
け
る
。

﹇
参
考
﹈
蘇
軾
は
北
宋
の
政
治
家
、
文
学
者
。「
赤
壁
賦
」
は
前
後
二
編
の
賦
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
前
赤
壁
賦
」「
後
赤
壁
賦
」
と
題
す
る
。

「
前
赤
壁
賦
」
は
元
豊
五
年
（
一
〇
八
二
）
七
月
、
武
漢
市
の
西
に
あ
る
赤
鼻
山
を
古
戦
場
の
赤
壁
と
誤
り
、
遊
覧
し
た
際
に
作
っ
た

も
の
。
天
地
の
長
久
と
人
の
世
の
短
さ
を
対
比
さ
せ
、
自
然
の
美
し
さ
に
対
す
る
喜
び
や
感
動
を
記
す
。
引
用
部
分
は
、
美
し
い
自
然

の
中
で
酒
を
飲
み
、
上
機
嫌
で
詠
ん
だ
箇
所
で
、「
渺
渺
兮
予
懐
、
望
美
人
兮
天
一
方
（
は
る
か
遠
く
ま
で
広
が
っ
て
ゆ
く
我
が
思
い
、

空
の
果
て
に
麗
し
き
人
の
姿
を
眺
め
や
る
。）」
と
続
く
。

（
城
阪
早
紀
）

夏
月

１２８
う
き
て
よ
る
み
る
め
涼
し
く
す
み
わ
た
る
月
も
南
の
浦
風
そ
吹

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
八
四
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

夏
の
月

み

る

め

南
か
ら
浜
風
が
吹
い
て
、
浮
い
て
打
ち
寄
せ
ら
れ
た
海
松
布
も
浜
辺
の
景
色
も
涼
し
く
、
月
も
一
面
に
澄
む
こ
と
だ
な
あ
。

﹇
考
察
﹈
１２９
番
に
引
く
『
伊
勢
物
語
』
八
七
段
の
一
節
を
詠
み
こ
む
。「
み
る
め
」
は
「
見
る
目
」
と
「
海
松
布
」（
海
藻
の
名
）
の
掛
詞
。

（
牛
窓
愛
子
）

夏
海

１２９
あ
く
る
よ
の
南
の
か
せ
に
う
き
て
よ
る
み
る
め
涼
し
き
波
の
う
へ
か
な

い
せ
物
語
。
其
夜
、
南
の
風
吹
て
、
波
い
と
高
し
。
つ
と
め
て
、
そ
の
家
の
め
の
こ
と
も
出
て
、
う
き
み
る
の
波
に
よ
せ
ら
れ
た

『
三
玉
挑
事
抄
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注
釈
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部
（
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る
ひ
ろ
ひ
て
、
家
の
う
ち
に
も
て
き
ぬ
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
一
九
五
番
。
伊
勢
物
語
、
八
七
段
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
夏
海
│
海
」。『
伊
勢
物
語
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

夏
の
海

翌
日
の
夜
の
南
風
に
吹
か
れ
、
浮
い
て
打
ち
寄
せ
ら
れ
た
海
松
布
も
浜
辺
の
景
色
も
涼
し
い
、
波
の
水
面
で
あ
る
な
あ
。

伊
勢
物
語
。
そ
の
夜
、
南
の
風
が
吹
い
て
、
浪
が
た
い
そ
う
高
い
。
翌
早
朝
、
そ
の
家
に
仕
え
る
女
の
子
た
ち
が
出
て
、
浮
か
ん

で
い
る
海
松
が
浪
に
打
ち
寄
せ
ら
れ
た
の
を
拾
っ
て
、
家
の
内
に
持
っ
て
き
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
伊
勢
物
語
』
八
七
段
は
、
蘆
屋
の
里
に
住
ん
で
い
た
男
を
訪
ね
て
き
た
友
人
た
ち
が
、
布
引
の
滝
に
遊
行
す
る
場
面
。
引
用
部

分
は
、
そ
の
夜
か
ら
翌
朝
の
出
来
事
を
書
い
た
一
節
。

（
牛
窓
愛
子
）

夏
山

柏
１３０
蔦
楓
み
ち
な
き
物
を
う
つ
の
山
折
し
も
夏
の
色
に
あ
ひ
ぬ
る

い
せ
物
か
た
り
の
詞
、
春
の
部
に
し
る
し
侍
り
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
五
三
四
番
。
伊
勢
物
語
、
九
段
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

夏
の
山

蔦
や
楓
が
茂
り
道
も
無
い
よ
う
な
宇
津
の
山
に
入
ろ
う
と
す
る
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
い
か
に
も
夏
ら
し
く
感
じ
ら
れ
る
風
物
に
出
く

わ
し
た
な
あ
。

伊
勢
物
語
の
文
章
は
、
春
の
部
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。（
８０
番
歌
、
参
照
）

― １８７ ―
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﹇
考
察
﹈『
伊
勢
物
語
』
九
段
で
は
、
旧
暦
の
五
月
下
旬
に
男
が
宇
津
の
山
に
入
ろ
う
と
す
る
と
き
、
修
行
者
に
出
会
っ
た
と
あ
り
、
ま
た

富
士
山
を
見
て
、「
時
し
ら
ぬ
山
は
富
士
の
嶺
い
つ
と
て
か
鹿
の
子
ま
だ
ら
に
雪
の
ふ
る
ら
む
」
と
い
う
和
歌
を
詠
む
。
当
歌
は
そ
の

場
面
を
踏
ま
え
、
修
行
者
で
は
な
く
夏
の
富
士
山
を
見
た
と
詠
む
。

（
牛
窓
愛
子
）

夏
獣

１３１
ゆ
ふ
涼
み
あ
す
も
ま
た
来
ん
飛
鳥
井
の
水
か
ふ
駒
の
み
ま
草
も
よ
し

催
馬
楽
、
飛
鳥
井
。
あ
す
か
ゐ
に
宿
り
は
す
へ
し
。
か
け
も
よ
し
。
み
も
ひ
も
さ
む
し
。
み
ま
草
も
よ
し
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
八
九
一
番
。
催
馬
楽
、
飛
鳥
井
、
一
二
五
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
催
馬
楽
』「
か
け
も
よ
し
│
や

お
け

か
け
も
よ
し
」。

﹇
訳
﹈

夏
の
獣

夕
涼
み
を
し
に
、
明
日
も
ま
た
飛
鳥
井
へ
来
よ
う
。
飛
鳥
井
の
水
を
与
え
る
馬
の
飼
い
葉
も
良
い
の
で
。

催
馬
楽
、
飛
鳥
井
。
飛
鳥
井
に
休
み
所
を
と
ろ
う
。
木
陰
も
涼
し
く
て
よ
い
。
お
水
も
冷
た
い
。
お
馬
の
か
い
ば
も
よ
い
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
『
催
馬
楽
』
で
歌
わ
れ
る
、
休
み
所
に
最
適
な
飛
鳥
井
の
様
子
を
踏
ま
え
て
、
明
日
も
ま
た
飛
鳥
井
で
夕
涼
み
を
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
を
詠
む
。

（
植
田
彩
郁
）

夏
筝

１３２
堪
か
た
き
秋
風
も
こ
の
中
の
を
に
吹
よ
り
け
り
な
声
の
涼
し
き

『
三
玉
挑
事
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』
注
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（
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紅
葉
の
賀
の
巻
云
、「
さ
う
の
こ
と
は
、
中
の
細
を
の
た
へ
か
た
き
」
と
て
、
へ
う
て
う
に
を
し
く
た
し
て
、
し
ら
へ
た
ま
ふ

云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
八
九
二
番
。
源
氏
物
語
、
紅
葉
賀
巻
、
三
三
一
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
涼
し
き
│
涼
し
さ
」。『
承
応
』『
湖
月
抄
』「
た
へ
か
た
き
と
て
│
た
へ
か
た
き
こ
そ
所
せ
け
れ
と
て
」。

﹇
訳
﹈

夏
の
筝

（
夏
の
暑
さ
に
）
耐
え
き
れ
ず
秋
風
も
、
こ
の
（
耐
え
き
れ
ず
切
れ
や
す
い
）
中
の
細
緒
に
吹
い
て
き
た
の
だ
な
あ
。
そ
れ
で
琴
の
音

色
が
涼
し
い
の
だ
。

紅
葉
賀
の
巻
に
よ
る
と
、「
箏
の
琴
は
、
中
の
細
緒
の
切
れ
や
す
い
（
の
が
面
倒
で
ね
）」
と
、
平
調
に
お
下
げ
に
な
っ
て
、
調
子

を
お
整
え
に
な
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
藤
壺
に
拒
絶
さ
れ
て
落
ち
こ
ん
だ
源
氏
が
、
若
紫
と
の
遊
び
に
よ
り
慰
め
ら
れ
る
場
面
。
当
歌
は
、
箏
の
琴

の
細
緒
を
切
れ
に
く
く
す
る
た
め
、
低
い
調
子
の
平
調
に
下
げ
る
一
節
を
踏
ま
え
、
秋
風
が
中
の
細
緒
に
吹
き
寄
せ
て
、
そ
の
た
め
琴

の
音
色
が
涼
し
く
な
る
と
詠
む
。

（
植
田
彩
郁
）

水
辺
納
涼

１３３
な
か
め
や
る
夕
波
涼
し
川
か
せ
の
舟
は
一
葉
の
秋
を
う
か
へ
て

淮
南
子
曰
、
一
葉
落
テ

而
天
下
知
レ

秋
。

東
坡
。
韓
子
華
カ

石
淙
荘
ノ

詩
。
一
葉
舞
二

澎
淵
ニ一

。
註
ニ

一
葉
ハ

言
二

小
舟
ヲ一

云
云
。
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﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
八
四
八
番
。
淮
南
子
（
下
）、
巻
一
六
、
九
四
五
頁
。
蘇
軾
詩
集
校
注
（
蘇
軾
全
集
校
注
２

詩
集
２
）、
巻
九
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
淮
南
子
』「
天
下
知
秋
│
知
二

歳
之
将
一レ

暮
」。『
蘇
軾
詩
集
校
注
』「
澎
淵
│
澎
湃
」「
言
小
舟
│
指

小
舟
」。

﹇
訳
﹈

水
辺
の
納
涼

遠
く
眺
め
渡
す
と
、
夕
波
が
涼
し
く
立
っ
て
い
る
。
そ
の
川
を
、
風
に
乗
っ
て
落
ち
て
行
く
舟
は
一
枚
の
落
葉
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

（
一
葉
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
）
秋
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。

淮
南
子
に
よ
る
と
、
一
枚
の
葉
が
落
ち
て
、
天
下
は
秋
を
知
る
。

東
坡
（
蘇
軾
）
の
「
韓
子
華
の
石
淙
荘
」
の
詩
。
一
葉
の
木
の
葉
が
波
立
つ
淵
に
舞
う
。
注
に
よ
る
と
、
一
葉
は
小
舟
を
言
う

云
々
。

﹇
考
察
﹈『
淮
南
子
』
は
身
近
な
こ
と
に
よ
っ
て
未
来
を
察
知
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
東
坡
の
詩
は
自
ら
の
身
を
大
海
の
波
濤
に
浮
か
ぶ
一

枚
の
木
の
葉
に
例
え
た
も
の
。
当
歌
は
一
枚
の
落
葉
の
よ
う
な
舟
か
ら
、
秋
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
様
を
詠
む
。

﹇
参
考
﹈
当
歌
は
、
文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
に
成
立
し
た
『
文
亀
三
年
三
十
六
番
歌
合
』
に
収
録
。

（
植
田
彩
郁
）

夏
歌
中

１３４
し
ほ
せ
よ
り
顕
れ
出
し
神
の
代
も
隔
ぬ
波
に
み
そ
き
す
ら
し
も

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
一
九
七
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

夏
の
歌
の
中

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈
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部
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潮
の
流
れ
の
中
か
ら
現
わ
れ
出
た
神
の
御
代
か
ら
、
変
わ
る
こ
と
も
な
い
波
で
禊
を
す
る
に
ち
が
い
な
い
な
あ
。

い
ざ
な
き
の
み
こ
と

﹇
考
察
﹈
出
典
は
１３６
番
歌
に
同
じ
。
黄
泉
の
国
か
ら
逃
げ
帰
っ
た
伊
奘
諾
尊
が
、
そ
の
穢
れ
を
洗
い
去
る
た
め
、
河
で
禊
を
す
る
場
面
を

当
歌
は
踏
ま
え
る
。

（
吉
岡
真
由
美
）

河
夏
祓

１３５
川
水
の
絶
ぬ
み
そ
き
も
橘
の
せ
と
の
し
ほ
瀬
を
は
し
め
と
そ
聞

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
七
七
九
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
河
夏
祓
│
川
夏
祓
」。

﹇
訳
﹈

河
の
夏
祓

流
れ
る
川
の
水
の
よ
う
に
絶
え
な
い
禊
も
、
橘
に
あ
る
小
さ
な
海
峡
の
潮
の
流
れ
で
初
め
て
行
な
っ
た
と
聞
く
こ
と
だ
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
１３６
番
歌
に
同
じ
。
伊
奘
諾
尊
が
筑
紫
の
日
向
に
あ
る
小
戸
の
橘
の
河
で
禊
を
す
る
場
面
を
踏
ま
え
る
。

（
吉
岡
真
由
美
）

貴
賤
夏
祓

柏
１３６
神
は
そ
の
人
に
上
つ
瀬
下
つ
瀬
の
み
そ
き
も
お
な
し
波
に
う
く
ら
ん

ア
ラ
ハ
ン
ト

神
代
巻
曰
、「
故
当
ニ

滌
│二

去
ン
ト
ノ
玉
ヒ
テ

吾
―

身
之
濁
穢
一シ
キ
ヲ

」、
則
往
テ

至
リ
玉
フ

二

筑
紫
ノ

日
向
小
戸
橘
ノ

之
檍
原
一

而
祓
除
焉
。
遂
ニ

将
ニス
レ

盪
二

身
ノ

之
所
ヲ一レ

汚
ル
ヽ

。
乃
興
―

言
シ
テ

曰
、「
上
―

瀬
ハ

是
レ―

太
タ

疾
シ

。
下
―

瀬
ハ

是
―

太
弱
」。
便
濯
二

之
中
瀬
一

也
。
因
以
生
―

神
、
号
曰
二

八
十
柱

津
日
神
一

。
次
将
レ

矯
二

其
柱
一

而
生
神
、
号
テ

曰
二

神
直
日
神
一

。
次
ニ

大
直
日
ノ

神
。
又
沈
二

濯
於
海
底
一

因
以
生
―

神
、
号
テ

曰
二

底
津
少

童
命
ト一

。
次
ニ

底
筒
男
命
。
又
潜
│二

濯
於
潮
中
ニ一

因
以
生
―

神
、
号
テ

曰
二

表
中
津
少
童
命
一

。
次
ニ

中
筒
男
命
。
又
浮
二

濯
於
潮
上
一

。
因

― １９１ ―
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以
生
―

神
、
号
テ

曰
二

表
津
少
童
命
一

。
次
ニ

表
筒
男
命
。
凡
テ

有
二

九
―

神
一

矣
。

﹇
出
典
﹈
該
当
歌
な
し
。
日
本
書
紀
、
巻
第
一
、
神
代
上
、
四
九
頁
。

﹇
異
同
﹈『
日
本
書
紀
』「
遂
将
盪
身
│
遂
将
盪
滌
身
」「
八
十
柱
津
日
神
│
八
十
枉
津
日
神
」「
次
将
矯
其
柱
│
次
将
矯
其
枉
」。

﹇
訳
﹈

貴
賤
を
問
わ
な
い
夏
の
祓

神
は
河
の
上
流
と
下
流
を
区
別
し
て
波
に
浮
い
た
が
、
人
は
身
分
の
上
下
を
問
わ
ず
、
神
と
同
じ
祓
を
受
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

神
代
の
巻
に
よ
る
と
、「
だ
か
ら
、
我
が
身
の
穢
れ
を
洗
い
去
ろ
う
」
と
仰
せ
ら
れ
て
、
す
ぐ
に
出
か
け
て
筑
紫
の
日
向
の
小
戸

の
橘
の
檍
原
に
着
か
れ
て
、
禊
祓
え
を
さ
れ
た
。
こ
う
い
う
次
第
で
身
の
穢
れ
を
す
す
ご
う
と
し
て
、
否
定
的
な
言
い
立
て
を
き

っ
ぱ
り
と
な
さ
れ
て
、「
上
の
瀬
は
流
れ
が
と
て
も
速
い
。
下
の
瀬
は
流
れ
が
と
て
も
ゆ
る
い
」
と
仰
せ
ら
れ
、
そ
こ
で
中
の
瀬

ま
が

で
す
す
が
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
神
を
お
生
み
に
な
り
、
名
付
け
て
八
十
枉
津
日
神
と
申
す
。
次
に
そ
の
神
の
枉
っ
て
い
る
の
を

直
そ
う
と
し
て
神
を
お
生
み
に
な
り
、
名
付
け
て
神
直
日
神
と
申
す
。
次
に
大
直
日
神
。
ま
た
海
の
底
に
沈
ん
で
す
す
が
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
神
を
お
生
み
に
な
り
、
名
付
け
て
底
津
少
童
命
と
申
す
。
次
に
底
筒
男
命
。
ま
た
潮
の
中
に
潜
っ
て
す
す
が
れ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
神
を
お
生
み
に
な
り
、
名
付
け
て
中
津
少
童
命
と
申
す
。
次
に
中
筒
男
命
。
ま
た
潮
の
上
に
浮
い
て
す
す
が

れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
神
を
お
生
み
に
な
り
、
名
付
け
て
表
津
少
童
命
と
申
す
。
次
に
表
筒
男
命
。
合
せ
て
九
柱
の
神
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈『
日
本
書
紀
』
は
、
黄
泉
の
国
か
ら
逃
げ
帰
っ
た
伊
奘
諾
尊
が
、
そ
の
穢
れ
を
洗
い
去
る
た
め
、
河
で
禊
祓
を
す
る
場
面
。
伊
奘

諾
尊
が
、「
上
瀬
は
急
流
、
下
瀬
は
緩
流
で
、
ど
ち
ら
も
禊
に
適
さ
な
い
」
と
宣
言
し
て
、
中
瀬
で
穢
れ
を
濯
い
だ
一
節
を
当
歌
は
踏

ま
え
る
。
結
句
の
「
う
く
」
は
「（
波
に
）
浮
く
」
と
「（
祓
を
）
受
く
」
の
掛
詞
。

﹇
参
考
﹈
新
編
全
集
の
本
文
と
比
較
す
る
と
、「
表
中
津
少
童
命
」
が
「
中
津
少
童
命
」
に
な
っ
て
い
る
。
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
版
は

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
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『
三
玉
挑
事
抄
』
と
同
文
で
あ
る
の
で
、﹇
異
同
﹈
に
は
挙
げ
て
い
な
い
。

（
吉
岡
真
由
美
）

夏
祓

１３７
お
も
ふ
事
な
ら
ん
も
さ
そ
な
は
や
川
の
瀬
に
ま
す
神
の
心
を
そ
く
む

中
臣
祓
曰
、
速
川
乃
瀬
仁
座
須
瀬
織
津
比
咩
登
云
神
、
大
海
原
仁
持
出
奈
牟
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
八
六
一
番
。
中
臣
祓
（
大
祓
詞
注
釈
大
成

上
）。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
中
臣
祓
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

夏
の
祓

思
う
こ
と
が
成
就
し
そ
う
で
あ
る
の
も
、
い
か
に
も
速
川
の
瀬
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
神
の
心
に
よ
る
も
の
だ
と
、
そ
の
心
を
（
川
か
ら
水

を
汲
む
よ
う
に
）
酌
み
と
り
思
い
や
る
こ
と
だ
。

せ
お
り
つ
ひ
め

中
臣
祓
に
よ
る
と
、
速
い
川
の
浅
瀬
に
お
い
で
に
な
る
瀬
織
津
比
咩
と
い
う
神
が
、（
祓
い
清
め
た
罪
を
川
か
ら
）
大
海
原
に
持

ち
出
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

﹇
考
察
﹈
中
臣
祓
は
儀
礼
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
罪
が
祓
い
清
め
ら
れ
る
過
程
を
述
べ
た
部
分
。
当
歌
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、
自
身
の
思
い

の
成
就
は
祓
に
よ
り
罪
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と
し
、
そ
の
喜
び
を
詠
ん
だ
も
の
。「
く
む
」
は
「
酌
む
」
と
「
汲
む
」

の
掛
詞
。

﹇
参
考
﹈
中
臣
祓
は
元
々
、
毎
年
六
月
と
十
二
月
の
晦
日
に
朝
廷
で
行
わ
れ
た
公
儀
の
大
祓
の
行
事
及
び
大
祓
の
詞
を
指
し
、
祭
事
を
取

り
行
な
う
中
臣
氏
に
因
ん
で
「
中
臣
祓
」
と
称
す
る
。
後
に
私
的
な
祓
の
儀
礼
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
公
的
祓
を
「
大

祓
」、
私
的
祓
を
「
中
臣
祓
」
と
区
別
す
る
よ
う
に
な
る
。
宮
地
直
一
・
山
本
信
哉
・
河
野
省
三
編
『
大
祓
詞
大
成
一
〜
三
』（
内
外
書
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籍
、
一
九
三
五
年
〜
一
九
四
一
年
）
所
収
の
も
の
で
本
文
が
一
致
す
る
の
は
、
慶
長
期
の
『
中
臣
祓

仮
名
附
本
』
の
み
で
あ
る
。
注

釈
書
で
は
宝
永
元
（
一
七
〇
四
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
中
臣
祓
句
投
』
が
同
文
で
あ
る
。

（
森
あ
か
ね
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
下
）・
夏
部
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